
第
一
次
世
界
大
戦
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る

世
襲
財
産
の
清
算

-
　
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
の
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
　
-

加

藤
　
　
房
　
　
雄

(490) 70

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
G
r
a
f
 
P
a
u
l
 
d
e
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s

は
,
パ
リ
に
住
む
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
軍
予
備
役
騎
兵

大
尉
R
i
t
t
m
e
i
s
t
e
r
d
e
r
 
R
e
s
e
r
v
e
の
か
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

期
に
あ
っ
て
'
プ
ロ
イ
セ
ン
の
シ
ュ
レ
-
ジ
エ
ン
S
c
h
l
e
s
i
e
n
州
に
も

約
二
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
債
H
e
r
r
s
c
h
a
f
t

G
l
u
m
b
o
w
i
t
z
を
所
有
し
て
い
る
O
こ
の
所
領
は
「
世
襲
財
産
」
F
i
d
e
i
-

k
o
m
m
i
B
で
あ
る
0
し
た
が
っ
て
、
か
れ
は
'
い
わ
ば
「
フ
ラ
ン
ス
人
貴

族
の
ド
イ
ツ
世
襲
財
産
所
有
者
」
で
あ
る
へ
と
い
っ
て
よ
い
O
こ
の
惟
襲

財
産
は
'
1
九
世
紀
の
六
〇
年
代
に
'
ポ
ー
ル
の
伯
父
に
あ
た
る
プ
ロ
イ

セ
ン
国
人
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ル
タ
レ
ス
K
a
r
l
v
o
n
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯

爵
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
'
そ
の
後
カ
ー
ル
の
息
子
ジ
ェ
ー
ム
ス
J
a
m
e
s
伯

範
の
手
を
経
た
が
'
1
九
〇
八
年
以
来
は
'
寄
付
行
為
書
の
定
め
に
従
っ

:
e
サ
:

て
'
ポ
ー
ル
伯
爵
の
「
所
有
と
管
理
」
B
e
s
i
t
z
u
n
d
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
の

下
に
移
っ
た
。
し
か
し
'
法
解
釈
上
の
複
雑
な
問
題
が
絡
ん
だ
う
え
把
へ

第
l
次
世
界
大
戦
期
ド
イ
ツ
=
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
経
済
政
策
・
国
策
上

の
政
治
的
配
慮
か
ら
'
こ
の
他
襲
財
産
に
は
ま
だ
へ
「
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王

の
認
可
」
d
i
e
 
l
a
n
d
e
s
h
e
r
r
l
i
c
h
e
 
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
は
与
え
ら
れ
て

<GE

い
な
い
。

他
方
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
か
れ
の
母
ア
グ
ネ
ス
A
g
n
e
s
と
の
完
全
私
有

遺
産
A
l
l
o
d
i
a
l
n
a
c
h
l
a
s
s
e
を
受
け
継
い
だ
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
ォ
ン

:
g
サ
:

・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
の
内
地
植
民
振
興
基
金
」
(
以
下
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基

金
」
　
ま
た
は
た
ん
に
「
基
金
」
と
略
記
〕
d
i
e
 
G
r
a
f
 
J
a
m
e
s
 
v
o
n

P
o
u
r
t
a
l
e
s
'
s
c
h
e
 
S
t
i
f
t
u
n
g
 
z
u
r
 
F
O
r
d
e
r
u
n
g
 
d
e
r
 
i
n
n
e
r
e
n

K
o
l
o
n
i
s
a
t
i
o
n
　
が
'
そ
し
て
、
マ
-
ー
M
a
r
i
e
　
を
は
じ
め
と
す
る
ア
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I

　

　

　

　

　

!

W
a
n
d
a
 
M
a
r
g
o
t
 
V
i
k
t
o
r
i
a
 
A
s
t
a
 
M
a
r
i
e

-
　
　
罷
j
l
事
B
g
覇
o

H
i
s
t
.
A
b
t
.
l
l
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
8
9
,
B
l
.
3
0
f
-
,
6
6
f
.
、
1
4
1
;
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
l
l
,
2
.
5
.
1
,

汁
6
y
F
熟
o

グ
ネ
ス
の
五
人
の
姪
達
(
第
一
図
参
願
)
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

こ
の
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
所
有
権
を
主
張
す
る
O
　
こ
う
し
て
'
ポ
ー

ル
伯
爵
を
含
む
上
述
の
三
者
間
に
お
い
て
'
所
領
相
続
の
帰
趨
を
め
ぐ
る

厳
し
い
係
争
状
態
が
形
づ
-
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
'
以
下
の
事
実
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
そ
れ
は
'
一
九
一
八
年
三

月
l
二
日
へ
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
R
e
i
c
h
s
k
a
n
z
l
e
r
　
へ
ル
ト
-
ン
グ

G
e
o
r
g
v
o
n
 
H
e
r
t
l
i
n
g
が
、
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
「
清
算
」
L
i
・

(
4
)

q
u
i
d
a
t
i
o
ロ
を
命
じ
る
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
こ
と
こ
こ
に
至
り
、
罪

一
次
他
界
大
戦
期
に
あ
っ
て
'
ド
イ
ツ
の
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
は
'
フ
ラ

ン
ス
在
の
同
門
家
族
を
直
接
巻
き
込
み
な
が
ら
'
惟
襲
財
産
の
「
認
可
・

相
続
・
清
算
」
の
い
ず
れ
の
側
面
か
ら
見
て
も
き
わ
め
て
複
雑
な
問
題
を

f
i
r
,
]

抱
え
込
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
'
第
1
次
位
界
大
戦
期
に
お
け
る
こ
う
し
た

問
題
状
況
へ
と
り
わ
け
へ
惟
襲
財
産
清
算
の
歴
史
的
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
へ
次
の
順
序
で
考
察
を
進
め
る
。
最
初
に
'
惟
襲
財
産
清
算
の

実
証
的
分
析
を
果
す
う
え
で
欠
-
こ
と
の
で
き
ぬ
t
つ
の
基
礎
作
業
と
し

て
'
所
領
相
続
を
め
ぐ
る
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
内
の
係
争
状
態
を
概
観
す

る
(
二
　
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
立
場
　
三
　
ア
グ
ネ
ス
伯
爵
夫
人
の

姪
達
)
。
つ
づ
い
て
'
算
l
次
位
界
大
戦
末
期
に
行
な
わ
れ
た
所
債
清
算
の

実
態
を
跡
づ
け
(
四
　
清
算
の
実
際
)
へ
最
後
に
'
「
算
l
次
他
界
大
戦
期

ド
イ
ツ
の
憧
襲
財
産
清
算
問
題
」
と
も
い
う
べ
き
当
該
の
問
題
状
況
全
体

の
総
括
に
か
え
る
さ
し
.
あ
た
っ
て
の
認
識
を
提
示
し
て
'
本
稿
の
検
討
を

終
え
る
(
五
　
結
び
に
か
え
て
)
。
な
お
、
本
稿
は
'
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
M
e
r
-

s
e
b
u
r
g
の
『
ド
イ
ツ
中
央
文
書
館
』
D
e
u
t
s
c
h
e
s
Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
所

:
c
s
凡

蔵
文
書
を
基
礎
と
し
た
へ
　
ド
イ
ツ
健
襲
財
産
に
か
ん
す
る
実
証
研
究
の
1

:
<
s
凸

環
で
あ
る
。

注
0

-
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E

h

e

m
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P

r

e

u

B

.

G

e

h

.

S

t
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a

t

s

a

r

c

h

i

v

,

h

e

u

t

e

‥

D

e

u

t

-
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s
c
h
e
s
 
Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
,
D
i
e
n
s
t
s
t
e
l
l
e
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
o
-

r
i
s
c
h
e
A
b
t
e
i
l
u
n
g
(
以
下
t
 
D
Z
A
M
e
.
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.

と
略
記
)
I
I
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
9
0
,
D
a
s
G
l
u
m
b
o
w
i
t
z
e
r
G
r
監
i
c
h

K
a
r
l
 
v
o
n
P
o
u
r
t
a
l
e
s
'
s
c
h
e
F
a
m
i
l
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
,
1
9
1
4
-

1921　B1.148.

(
2
)
　
ド
イ
ツ
系
プ
ル
タ
レ
ス
家
の
世
襲
財
産
が
設
定
さ
れ
た
後
へ
　
フ

ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
伯
爵
の
手
に
そ
れ
が
移
る
経
緯
へ
　
そ
し
て
へ
認
可

を
め
ぐ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
中
央
諸
官
庁
間
で
の
厳
し
い
議
論
の
や
り
と

り
等
の
諸
点
に
つ
い
て
は
'
拙
稿
「
ド
イ
ツ
世
襲
財
産
の
『
認
可
』

G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
問
題
～
『
ド
イ
ツ
中
央
文
書
館
』
D
e
u
t
s
c
h
e
s

Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
所
蔵
文
書
に
よ
る
事
例
分
析
～
」
『
修
道
商
学
』

第
二
四
巻
へ
第
二
号
へ
　
l
九
八
三
年
へ
所
収
へ
参
照
。
本
稿
は
'
こ

れ
の
続
稿
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

(
c
o
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
l
l
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
9
0
,
B
1
.

園
p
J
J
P

O)　Vgi.ebenda.B1.111.

(
5
)
　
本
稿
で
は
、
「
認
可
・
相
続
・
清
算
」
の
三
側
面
の
う
ち
へ
最

初
の
「
認
可
」
問
題
に
は
主
要
な
力
点
は
お
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の

基
本
的
な
問
題
点
は
'
前
掲
拙
稿
で
検
討
し
た
。
な
お
'
こ
こ
で
へ

プ
ル
タ
レ
ス
家
の
由
来
と
家
系
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
同
家
の
祖

は
'
南
フ
ラ
ン
ス
に
住
む
ユ
グ
ノ
ー
H
u
g
e
n
o
t
t
e
で
あ
っ
た
。
一

族
は
'
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
E
d
i
k
t
 
v
o
n
 
N
a
n
t
e
s
の
廃
止
(
1
六

八
五
年
)
後
へ
ス
イ
ス
に
移
る
。
そ
の
後
へ
一
七
五
〇
年
に
F
r
i
e
d
・

r
i
c
h
大
王
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
の
伯
爵
位
を
得
た
大
商
人
J
e
r
e
m
i
a
s

の
息
子
J
a
c
o
b
L
u
d
w
i
g
の
と
き
に
t
 
l
家
は
'
現
ス
イ
ス
領
の

N
e
u
e
n
b
u
r
g
(
フ
ラ
ン
ス
名
N
e
u
c
h
a
t
e
l
)
に
居
を
構
え
る
。

J
a
c
o
b
L
u
d
w
i
g
の
三
人
の
息
子
達
は
、
F
r
i
e
d
r
i
c
h
W
i
-
h
e
-
m

三
世
に
よ
っ
て
伯
爵
に
列
せ
ら
れ
る
。
そ
の
三
男
F
r
i
e
d
r
i
c
h
(

七
七
九
I
l
八
六
一
年
)
は
'
皇
帝
の
主
馬
頭
S
t
a
l
l
m
e
i
s
t
e
r
等

を
経
た
後
、
T
八
四
二
年
ベ
ル
-
ン
で
式
部
長
O
b
e
r
z
e
r
e
m
o
n
i
・

e
n
m
e
i
s
t
e
r
の
伊
に
つ
-
　
F
r
i
e
d
r
i
c
h
の
息
子
が
A
l
b
e
r
t
C

八
一
二
-
六
一
年
)
で
あ
る
。
か
れ
は
、
国
務
大
臣
を
務
め
た
M
?

r
i
t
z
 
A
u
g
u
s
t
 
v
o
n
 
B
e
t
h
m
a
n
n
-
H
o
l
l
w
e
g
(
一
七
九
五
1
一

八
七
七
年
)
の
娘
婿
で
'
プ
ロ
イ
セ
ン
の
K
o
n
s
t
a
n
t
m
o
p
e
-
駐

在
大
使
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
そ
し
て
へ
A
l
b
e
r
t
の
甥
F
r
i
e
d
-

r
i
c
h
(
一
八
五
三
-
一
九
二
八
年
)
　
も
ま
た
ド
イ
ツ
の
外
交
官
だ

っ
た
。
こ
の
フ
-
-
ド
-
ヒ
は
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
清
算
の

際
に
'
あ
る
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
る
(
後
述
)
-
V
g
l

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 
D
e
u
t
s
c
h
e
B
i
o
g
r
a
p
h
i
e
,
B
d
.
2
6
,
N
.
e
u
d
r
u
c
k

d
e
r
 
1
.
A
u
f
l
a
g
e
v
o
n
1
8
8
8
,
B
e
r
l
i
n
1
9
7
0
,
S
.
4
9
2
f
f
.
;
K
.
B
o
s
l

G

.

F

r

a

n

z

・

H

.

H

.

H

o

f

m

a

n

n

、

B

i

o

g

r

a

p

h

i

s

c

h

e

s

 

W

O

r

-

t
e
r
b
u
c
h
 
z
u
r
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
、
B
d
.
2
,
M
i
i
n
c
h
e
n

1
9
7
3
,
S
.
2
2
0
5
.
た
だ
し
へ
　
こ
の
人
名
辞
典
に
よ
っ
て
は
'
本
稿
の

一
方
の
主
人
公
P
a
u
l
・
J
a
m
e
s
達
と
上
記
F
r
i
e
d
r
i
c
h
ら
と
の

家
系
上
の
つ
な
が
り
は
、
判
明
し
な
か
っ
た
。

(
6
)
　
本
稿
の
お
も
な
使
用
史
料
は
'
注
.
i
に
挙
げ
た
も
の
と
、
D
Z
A

M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
:
5
.
1
,
N
r
.
5
7
8
9
,
D
a
s
 
G
l
u
m
-

b
o
w
i
t
z
e
r
G
r
s
f
l
i
c
h
K
a
r
l
 
v
o
n
P
o
u
r
t
a
l
e
s
'
s
c
h
e
 
F
a
m
i
l
i
e
n
-

(492) 72
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f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
,
1
8
9
4
-
1
9
1
3
;
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.

I
I
2
.
2
.
1
,
N
r
,
3
1
0
3
6
,
P
o
u
r
t
a
l
e
s
,
1
9
1
7
-
1
9
1
8
.
の
計
三
つ
で
あ

る
。
な
お
,
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
5
.
1
.
と
し

て
整
理
さ
れ
て
い
る
史
料
は
'
旧
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
省
J
u
s
t
i
z
m
i
-

n
i
s
t
e
r
i
u
m
所
蔵
の
文
書
類
で
あ
り
'
同
じ
-
2
.
2
.
1
.
は
、
旧

プ
ロ
イ
セ
ン
農
林
省
M
i
n
i
s
t
e
r
i
u
m
f
i
i
r
L
a
n
d
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
,

D
o
m
S
n
e
n
 
u
n
d
 
F
o
r
s
t
e
n
関
係
の
諸
文
書
で
あ
る
。

(
7
)
　
世
襲
財
産
に
か
ん
す
る
実
証
研
究
の
研
究
史
的
・
理
論
的
意
義

に
つ
い
て
は
,
さ
し
あ
た
り
、
吉
岡
昭
彦
氏
の
示
唆
に
富
む
問
題
提

起
「
帝
国
主
義
論
と
土
地
所
有
論
」
『
社
会
科
学
の
方
法
』
第
l
六

巻
,
第
二
号
,
一
九
八
三
年
、
所
収
へ
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
紙

数
の
制
約
上
、
内
外
の
研
究
史
に
詳
し
-
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。
わ

が
国
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
'
畢
氷
泰
子
「
プ

ロ
イ
セ
ン
惟
襲
財
産
問
題
-
帝
制
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
土
地
政
策

の
一
動
向
1
」
『
西
洋
史
学
』
第
六
八
号
、
一
九
六
五
年
へ
所
収
、
の

み
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
国
外
に
眼
を
転
じ
る
と
'
筆
者
の
知
る
か

ぎ
り
,
近
時
に
あ
っ
て
は
'
東
西
両
ド
イ
ツ
と
も
に
へ
ま
だ
最
新
の

本
格
的
成
果
を
生
み
出
し
て
は
い
な
い
(
一
九
世
紀
末
の
。
ン
ラ
ー

ト
J
o
h
a
n
n
e
s
C
o
n
r
a
d
に
始
ま
り
へ
ヴ
ェ
-
バ
ー
M
a
x
W
e
b
e
r

を
経
て
,
一
九
二
〇
年
代
に
至
る
研
究
史
上
の
業
績
に
つ
い
て
は
'

さ
し
あ
た
り
,
F
r
a
n
z
H
o
r
s
t
e
n
,
D
i
e
F
a
m
i
l
i
e
n
-
F
i
d
e
i
k
o
m
-

m
i
B
=
P
o
l
i
t
i
k
 
i
n
P
r
e
u
B
e
n
 
i
n
b
e
s
o
n
d
e
r
e
r
 
B
e
r
t
i
c
k
s
i
c
h
-

t
i
g
u
n
g
d
e
r
p
a
r
t
e
i
p
o
l
i
t
i
s
c
h
e
n
S
t
e
l
l
u
n
g
n
a
h
m
e
、
G
i
e
B
e
n

1
9
2
4
,
S
.
5
f
.
の
文
献
目
録
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
'

「
二
〇
世
紀
初
頭
の
最
初
の
十
年
間
を
含
む
l
九
位
紀
農
業
史
の
全

分
野
-
農
業
生
産
・
農
業
制
度
・
階
級
状
況
・
農
村
に
お
け
る
階

級
闘
争
I
に
わ
た
る
'
な
お
新
た
に
発
見
さ
れ
充
分
検
討
さ
れ
る

べ
き
一
次
史
料
Q
u
e
l
l
e
の
宝
庫
」
た
る
『
ド
イ
ツ
中
央
文
書
館
』

所
蔵
文
書
の
分
析
が
,
惟
襲
財
産
研
究
に
と
っ
て
も
'
是
非
と
も
果

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
基
礎
作
業
の
一
つ
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
　
V
g
1
.
U
d
o
D
r
a
g
e
r
,
D
e
r
B
'
e
s
t
a
n
d
P
r
e
u
-

B
i
s
c
h
e
s
 
M
i
n
i
s
t
e
r
i
u
m
 
f
i
i
r
 
L
a
n
d
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
,
D
o
m
a
n
e
n

u
n
d
 
F
o
r
s
t
e
n
 
i
m
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
,
H
i
s
t
o
r
i
・

s

c

h

e

 

A

b

t

e

i

l

u

n

g

I

I

.

M

e

r

s

e

b

u

r

g

,

i

n

‥

J

a

h

r

b

u

c

h

 

f

i

l

r

w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,
1
9
7
0
I
I
I
,
S
.
2
6
3
.

こ
　
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
立
場

一
九
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
へ
当
地
の
世
襲
財
産
監
督
庁
た
る
プ
レ
ス

ラ
ウ
高
等
裁
判
所
O
b
e
r
l
a
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
 
i
n
B
r
e
s
l
a
u
は
'
グ
ル
ム

ボ
ヴ
ィ
ツ
所
儀
の
相
続
問
題
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
者
を
同
所
に
召
喚
す

る
。
そ
れ
は
,
法
務
大
臣
の
指
令
に
従
っ
て
へ
所
層
諸
省
の
担
当
官
と
私

的
関
係
者
と
の
協
議
を
行
な
う
た
め
で
あ
置
。
本
節
の
課
題
は
,
「
ジ

ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
・
法
律
顧
問
官
J
u
s
t
i
z
r
a
t

フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
L
u
d
w
i
g
F
r
i
e
d
l
s
n
d
e
r
が
へ
こ
の
召
喚
後
に
し

'
.
'
<
!

た
た
め
た
法
務
大
臣
宛
文
書
(
一
九
一
七
年
二
月
l
七
日
付
)
を
基
と

し
て
、
「
基
金
」
の
主
張
点
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
が
へ
そ
の
前
に
、
当

73 .」493)



:
c
z
爪

該
の
所
債
経
営
の
実
務
に
通
じ
た
「
農
場
支
配
人
」
G
u
t
e
r
d
i
r
e
k
t
o
r

ヴ
ィ
ル
ナ
-
D
r
.
G
o
t
t
h
a
r
d
 
W
i
l
l
n
e
r
　
の
見
解
に
'
後
論
の
展
開
に

と
り
必
要
な
か
ぎ
り
で
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

(
4
)

-
　
ヴ
ィ
ル
ナ
-
案

(
m
>

ヴ
ィ
ル
ナ
I
は
'
ポ
ー
ル
伯
爵
の
「
使
用
人
」
B
e
a
i
n
t
e
r
で
あ
る
。
か

'

蝣

=

蝣

)

れ
は
、
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
「
副
理
事
」
s
t
e
l
l
v
e
r
t
r
e
t
e
n
d
e
s
V
o
r
-

s
t
a
n
d
s
m
i
t
g
l
i
e
d
で
も
あ
る
が
、
後
に
み
る
訴
訟
の
際
、
ポ
ー
ル
の
「
総

(
7
)

代
理
人
」
G
e
n
e
r
a
l
b
e
v
o
l
l
m
阿
c
h
t
i
g
t
e
と
な
っ
て
い
る
の
で
'
「
基
金
」

の
立
場
で
は
な
-
'
む
し
ろ
へ
　
ポ
ー
ル
の
そ
れ
を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
物
で
あ
る
'
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
'
一
九
丁
七
年
一
一
月
五
日
付
の
文
書
に
お
い
て
'
内
地
植
民
問

題
と
か
か
わ
ら
せ
て
ヴ
ィ
ル
ナ
ー
が
説
-
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
有
効

利
用
法
は
'
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
初
に
か
れ
は
'
内
地
植

民
向
き
の
土
地
を
確
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基

金
」
に
よ
り
入
植
地
用
と
さ
れ
た
土
地
は
当
初
は
'
約
六
二
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
っ
と
入
植
地
を
つ
-
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
へ
さ
し
あ
た
り
へ
大
経
営
向
き
の
耕
地
が
農
場
と
し
て
維
持

m
爪

さ
れ
つ
つ
へ
「
農
場
群
」
G
u
t
s
h
o
f
か
ら
離
れ
た
'
大
経
営
に
不
向
き
な

(
o
j

土
地
が
植
民
用
に
供
さ
れ
る
場
合
に
'
「
最
大
限
農
業
生
産
の
利
益
」
が
実

現
さ
れ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
ば
へ
所
儀
内
の
L
e
u
b
e
-
農
場

(
第
一
表
参
照
)
に
と
り
わ
け
て
よ
く
あ
て
は
ま
る
。
け
だ
し
へ
同
農
場

に
は
す
で
に
分
農
場
V
o
r
w
e
r
k
の
T
s
c
h
i
p
k
e
i
入
植
地
が
あ
り
へ
さ

ら
に
へ
　
こ
の
農
場
は
他
農
場
と
の
場
所
的
つ
な
が
り
の
な
い
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
'
同
時
に
他
方
で
同
農
場
は
'
蒸
気
翠

・
自
動
翠
・
軽
便
鉄
道
・
役
畜
等
の
利
用
の
点
で
'
ま
た
へ
排
水
事
情
の

点
か
ら
見
て
へ
大
塔
営
向
き
の
側
面
を
多
々
兼
ね
備
え
た
農
場
で
あ
る
こ

と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
t

L
e
u
b
e
-
農
場
は
そ
の
約
半
分
の
土
地
が
'
入
植
地
と
し
て
使
わ
れ
る
の

に
適
し
て
い
る
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
P
そ
れ
は
約
二
五
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
ほ
か
に
な
お
も
っ
と
大
規
模
な
植
民
事
業
が
展
開
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
別
の
三
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
ど
の
土
地

が
入
植
地
に
振
り
向
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
'
こ
れ
は
へ
「
最
大
限
農
業

生
産
の
利
益
」
を
顧
み
ず
'
い
わ
ば
「
自
立
的
農
夫
s
e
l
b
s
t
晋
d
i
g
e

CS)

L
a
n
d
w
i
r
t
e
最
多
数
入
植
」
の
利
益
の
み
を
追
求
し
て
よ
い
場
合
の
数

CS)

値
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
入
植
の
た
め

に
用
い
ら
れ
て
よ
い
所
領
の
土
地
は
'
結
局
へ
最
大
限
で
合
計
六
八
七
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
面
積
は
'
所
領
の
三
割
強

に
相
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
入
植
用
地
を
確
定
し
た
後
、
ヴ
ィ
ル
ナ
-
は
、
か
れ
の
考

(494) 74



第一次惟界大戦期ドイツにおける世襲財産の清算

第一表　グルムポヴィツ所領の土地所有一覧

(A) 1. Rittergut Glumbowitz

2. Rittergut GroB-Strenz

3. Rittergut Klein-Strenz

4. Rittergut Exau

5. Rittergut GroB-Baulwie mit Tschepline

6. Rittergut Leubel mit Tschipkei

7. Grundstuck Glumbowitz　　(1)

8.

9.

10.

II

12.

13. Grundsttick Grot3-Strenz

14.

.15.

iW

iM

18.

HI.

20.

2¥.

22. Grundstuck Exau

'23.

24. Grundstuck Leube1

25. Grundstuck Klein-Strenz

26.

小　　計(A)
(B) 27. Grundstuck Glumbowitz

28. GrundstUck GrOB-Strenz

29. Grundsttick Klein-Strenz

30.

31. Rittergut Siegda

32. Rittergut Wiersebenne
小　　計(B)
合　　計

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)

m

(3)

m

(5)

(6)

(71

(8)

(9)

0

(2)

仙
物

冊
㈹
㈱
㈲

241. 2920ha

144. 1700

268. 9920

476. 4928

320. 6622

479. 0328

0. 2200

0. 6740

0. 0970

0. 0840

0. 0740

0. 0410

14. 9970

2. 8700

5. 6680

1. 5500

2. 5730

0. 2600

0. 0380

0. 0560

4. 3740

0. 0310

7. 9560

0. 1610

5. 3840

1. 6370

1979. 3868

0. 2220

0. 0970

2. 6110

5. 9930

150. 4734

103. 5150

262. 9114

2242. 2982

(注3　CA)はKarlの遺産に由来するもの、 (B)はJamesの自由財産freies

vermogenから仕襲財産に付け加えられたもの。

(資料) DZA Merseburg,Hist.Abt.II,2.5.1,Nr.5789,Bl.55a--.より作成o

75　C495)



ぇ
る
最
善
の
内
地
植
民
振
興
策
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
二
言
に
し

て
、
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
に
よ
る
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
全
体
の
引
き

取
り
で
あ
っ
た
。
少
し
-
詳
し
-
い
う
と
,
植
民
実
施
中
は
「
基
金
」
が

所
領
の
全
体
を
管
理
し
て
'
農
場
を
含
む
土
地
の
貸
出
を
行
な
う
。
「
基

金
」
に
よ
り
指
名
さ
れ
る
入
植
用
地
の
借
地
人
ま
た
は
管
理
人
A
d
m
i
-

n
i
s
t
r
a
t
o
r
は
'
1
定
期
間
の
経
過
後
へ
良
-
手
入
れ
し
た
状
態
で
土
地

を
入
植
者
に
引
き
渡
す
。
そ
し
て
、
入
植
終
了
後
,
「
基
金
」
は
残
っ
た

土
地
(
主
と
し
て
大
経
営
用
地
)
・
館
等
を
'
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
の
人

に
売
却
す
る
。
ヴ
ィ
ル
ナ
I
は
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
'
植
民

事
業
に
向
い
て
い
る
土
地
の
す
べ
て
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
最
大
限
有
効
に

利
用
さ
れ
る
「
最
良
の
艶
」
が
与
え
ら
れ
る
,
と
主
張
し
て
い
る
。

ポ
ー
ル
伯
爵
の
代
理
人
ヴ
ィ
ル
ナ
I
は
'
ポ
ー
ル
の
こ
と
な
ど
お
く
び

に
も
出
さ
な
か
っ
た
。
か
れ
は
'
事
実
上
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
側
に

立
つ
内
地
植
民
振
興
策
を
展
開
し
て
能
事
終
れ
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
'
フ
-
-
ド
レ
ン
ダ
ー
文
書
を
検
討
す
る
。

2
　
「
基
金
」
設
立
者
の
遺
志

「
基
金
」
の
設
立
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯
爵
は
二
九
〇
〇
年
四
月
二
二
日
に

r

」

;

し
た
た
め
た
遺
言
書
の
「
共
同
執
行
人
L
M
i
t
t
e
s
t
a
m
e
n
t
s
v
o
l
l
s
t
r
e
k
-

k
e
r
で
あ
る
と
同
時
に
「
基
金
」
の
理
事
で
も
あ
る
ヴ
ァ
ル
ン
ビ
エ
ラ
ー

男
爵
F
r
e
i
h
e
r
r
A
x
e
l
 
v
o
n
 
v
a
r
n
b
u
l
e
r
宛
の
書
簡
(
l
九
〇
四
年

7
月
と
t
九
〇
九
年
四
月
の
二
種
類
)
に
お
い
て
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所

領
が
た
ど
る
や
も
し
れ
ぬ
運
命
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
襲
財
産
固
定
F
i
d
e
i
-

k
o
m
m
i
f
i
-
B
i
n
d
u
n
g
　
か
ら
の
解
除
の
可
能
性
を
す
で
に
予
見
し
て
い

た
。
か
れ
は
'
所
債
が
家
族
性
襲
財
産
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
へ

以
下
の
望
み
を
言
明
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
へ
「
こ
の
世
襲
地
M
a
j
o
r
a
t

が
性
襲
財
産
と
し
て
の
属
性
を
'
私
の
父
方
の
血
族
に
よ
り
解
消
さ
せ
ら

れ
る
場
合
に
は
'
私
は
'
そ
れ
が
他
人
の
手
に
渡
ら
な
い
で
、
ジ
ェ
ー
ム

ス
基
金
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
い
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
ま
た
、
人
手
に
渡
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
'

私
の
父
方
の
血
族
が
'
適
当
な
価
格
で
そ
れ
を
買
い
取
る
と
い
う
の
も
悪

CS)

-
な
い
だ
ろ
う
」
へ
と
。

さ
て
'
7
-
-
ド
レ
ン
ダ
ー
は
い
う
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯
爵
の
こ
の
言
明

が
そ
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
実
現
し
'
「
基
金
」
が
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
領

の
獲
得
に
成
功
す
れ
ば
'
内
地
植
民
事
業
の
振
興
に
か
ん
す
る
「
基
金
」

の
努
力
は
'
お
お
む
ね
、
さ
き
の
ヴ
ィ
ル
ナ
I
の
考
え
の
筋
道
に
従
っ
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
へ
「
基
金
」
と
し
て
は
'
所
領
の
ど

の
部
分
が
入
植
地
向
き
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
ヘ
ヴ
ィ
ル
ナ
I
の

計
画
と
は
別
個
に
再
検
討
す
る
権
限
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
,

い
う
ま
で
も
な
い
。

で
は
、
所
領
の
入
植
地
へ
の
分
割
に
か
ん
す
る
「
基
金
」
の
判
断
基
準
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は
な
に
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
へ
　
フ
-
-
ド
レ
ン
ダ
ー
は
次
.
の
よ
う
な
見

解
を
披
摩
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
'
小
経
営
と
し
て
使
え
ば
比
較
的
大
き

な
農
業
収
益
を
約
束
す
る
で
あ
ろ
う
土
地
だ
け
が
入
植
地
用
に
供
さ
れ
る

べ
き
な
の
か
'
そ
れ
と
も
'
大
経
営
で
期
待
さ
れ
る
収
益
を
切
り
詰
め
て

で
も
へ
入
植
地
用
の
土
地
を
工
面
す
べ
き
な
の
か
ど
う
か
　
-
　
こ
の
点
は

CS)

要
す
る
に
、
「
最
大
の
農
業
純
収
益
」
と
「
自
立
的
農
夫
の
で
き
う
る
か

CS)

ぎ
り
の
定
住
化
」
と
の
二
者
択
l
に
お
い
て
へ
そ
の
ど
ち
ら
を
達
成
す
れ

ば
'
公
共
の
利
益
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
よ
り
大
で
あ
る
か
t
と
い
う
こ
と

に
左
右
さ
れ
る
。

次
に
、
入
植
地
を
売
却
す
べ
き
か
'
そ
れ
と
も
そ
の
貸
出
を
選
ぶ
べ
き

で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
へ
「
基
金
」
は
'
後
者
へ
そ
れ
も
'

入
植
地
の
長
期
的
(
三
〇
年
間
)
貸
出
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
設

立
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
同
じ
見
地
に
立
っ
て
い
る
O
け
だ
し
へ
戦
傷
者
が
鯵

し
く
存
在
す
る
現
下
の
状
況
に
あ
っ
て
は
'
か
れ
ら
が
'
自
ら
の
出
費
で

各
種
備
品
を
調
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
農
業
家
と
し
て
'
入
植
地
の
賃
借

に
進
ん
で
応
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
「
基
金
」
は
、
こ
れ

ら
借
地
人
の
備
品
調
達
を
援
助
す
る
た
め
に
、
特
別
資
金
の
低
利
貸
付
の

道
を
開
い
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
へ
内
地
植
民
を
促
進
す
る
と

い
う
「
基
金
」
の
本
来
的
課
題
が
'
こ
う
し
た
仕
方
で
は
充
分
達
成
さ
れ

え
な
い
と
判
明
し
た
そ
の
あ
か
つ
き
に
は
'
入
植
地
の
貸
出
か
l
ら
そ
の
売

却
に
移
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

他
万
へ
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
入
植
地
向
き
で
な
い
部
分
へ
換
言
す

れ
ば
'
大
経
営
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
に
適
し
た
土
地
部
分
の
処
理
に
つ

い
て
で
あ
る
が
'
こ
の
点
に
か
ん
し
て
も
'
「
基
金
」
の
考
え
は
ヘ
ヴ
ィ
ル

ナ
I
の
そ
れ
と
大
筋
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
「
基
金
」
が

そ
う
し
た
土
地
を
一
定
期
間
管
理
・
保
持
す
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
へ
「
基
金
」
は
'
入
植
地
に
隣
接
し
た
大

経
営
に
お
い
て
入
植
者
達
の
経
営
に
と
っ
て
の
適
切
な
模
範
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
へ
ま
た
へ
　
入
植
地
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
土
地
を
へ
　
そ
の
譲
渡
の

前
に
改
善
し
て
お
-
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
'
「
基
金
」
と
し
て
は
う
所
領
の
維
持
は
あ
く
ま
で
も
経
過
的
・

暫
時
的
な
措
置
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
「
基
金
」
は
、
設
立
者
ジ

ュ
ー
ム
J
t
の
意
図
に
添
い
へ
プ
ル
タ
レ
ス
家
の
名
前
を
末
永
-
こ
の
土
地

O

O

o

O

所
有
に
結
び
つ
け
て
お
-
た
め
に
へ
こ
の
所
領
を
同
伯
爵
家
の
ド
イ
ツ
系

の
一
家
族
に
い
ず
れ
そ
の
う
ち
に
売
却
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
の
で

あ
る
(
傍
点
筆
者
)
。
こ
の
場
合
へ
所
懐
を
引
き
取
る
用
意
の
あ
る
ド
イ

ツ
系
の
プ
ル
タ
レ
ス
家
に
事
欠
-
こ
と
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。
ま
た
'
館

(
5
)

一
庭
園
・
狩
猟
地
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
基
金
」
は
'
「
債
主
的
別
荘
L

h
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
r
 
R
u
h
e
s
i
t
z
を
求
め
る
高
級
軍
人
・
官
僚
へ
　
そ
し

て
元
農
業
家
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
賃
借
人
を
見
つ
け
る
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の
は
決
し
て
難
し
-
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
考
え
に
立
っ
て
'
賃
貸
に
よ
る

そ
の
利
用
を
目
論
ん
で
い
る
。

3
　
認
可
問
題

次
に
へ
　
T
九
l
二
年
以
来
か
ね
て
係
争
中
の
認
可
問
題
に
つ
い
て
で
あ

る
が
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
を
家
族
性
襲
財
産
と
認
定
す
る
国
王
の
決

定
が
下
さ
れ
な
い
場
合
に
は
'
い
っ
た
い
ど
う
な
る
か
。
こ
の
点
に
か
ん

す
る
「
基
金
」
の
理
解
は
'
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し

た
事
態
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
'
要
す
る
に
へ
カ
ー
ル
伯
爵
の
遺
言
が
'

当
該
の
所
領
の
世
襲
財
産
化
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
'
実
現
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
　
こ
の
場
合
へ
所
領
は
'
自
由
な
u
n
g
e
b
u
n
d
e
n

所
有
地
と
し
て
'
カ
ー
ル
の
遺
産
相
続
権
者
(
ジ
ェ
ー
ム
ス
)
の
手
中
に

帰
す
こ
と
に
な
る
。
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
は
世
襲
財
産
で
は
な
く
へ
カ

ー
ル
の
遺
言
は
法
的
に
無
効
と
な
る
。
そ
れ
故
'
こ
の
所
領
は
'
カ
ー
ル

の
息
子
が
子
孫
を
残
さ
ず
に
死
去
し
た
際
の
跡
継
ぎ
に
カ
ー
ル
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
'
カ
ー
ル
の
甥
ポ
ー
ル
の
も
の
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
認
可

が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
点
に
か
ん
す
る

「
基
金
」
の
見
解
は
'
以
上
の
点
に
集
約
さ
れ
る
。

一
方
へ
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
を
得
よ
う
と
し
て
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
が

主
張
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
ア
グ
ネ
ス
と
の
遺
言
の
取
消
(
後
述
)
に
つ
い

て
で
あ
る
が
'
「
基
金
」
と
し
て
は
'
こ
う
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
-
の
問

題
外
で
あ
る
と
い
う
は
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
'
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
'
所
飯
に

世
襲
財
産
と
し
て
の
認
可
が
与
え
ら
れ
な
い
と
き
に
は
'
か
れ
の
完
全
私

有
財
産
だ
け
で
な
-
'
所
領
そ
の
も
の
を
も
'
単
独
相
続
権
者
と
し
て
の

「
基
金
」
に
与
え
て
い
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
ジ

ェ
ー
ム
ス
が
ヴ
ァ
ル
ン
ビ
エ
ラ
ー
に
宛
て
た
前
述
の
手
紙
に
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
へ
怪
童
財
産
設
定
の
認
可
が
附
与
さ
れ
な

い
の
で
あ
れ
ば
'
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
し
て
は
、
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ

所
領
そ
れ
自
体
の
所
有
を
'
た
と
え
暫
時
的
・
経
過
的
に
す
ぎ
な
い
と
し

て
も
'
成
功
裡
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
へ
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ

る
。4

　
戦
時
法
規
の
内
容

(
1
)

さ
て
次
に
へ
　
l
九
一
七
年
三
月
1
四
日
の
「
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
L

B
e
k
a
n
n
t
m
a
c
h
u
n
g
,
b
e
t
r
e
f
f
e
n
d
 
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
 
f
r
a
n
z
s
s
i
s
c
h
e
r

U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
e
ロ
に
基
づ
い
て
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
清
算
が

開
始
さ
れ
る
場
合
に
は
'
「
基
金
」
に
と
っ
て
、
は
た
し
て
い
か
な
る
状

況
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
こ
の
点
の
検
討
に
進
む
前
に
へ
当
該

の
法
令
の
内
容
を
見
て
お
き
た
い
。

「
l
九
l
六
年
七
月
三
一
日
の
『
イ
ギ
-
ス
企
業
清
算
令
』
B
e
k
a
n
n
t
-

m
a
c
h
u
n
g
,
b
e
t
r
e
f
f
e
n
d
 
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
 
b
r
i
t
i
s
c
h
e
r
 
U
n
t
e
r
n
e
h
-

(
3
)

m
u
n
g
e
n
第
一
二
条
に
基
づ
き
'
以
下
の
と
お
り
決
す
る
。
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鐸
一
条
一
九
l
六
年
七
月
二
二
日
の
『
イ
ギ
-
ス
企
業
清
算
令
』
の

諸
規
定
は
、
報
復
の
手
段
と
し
て
へ
そ
の
資
本
の
大
部
分
が
フ
ラ
ン
ス
国

人
の
も
の
で
あ
る
企
業
に
、
ま
た
へ
フ
ラ
ン
ス
領
か
ら
の
管
理
・
監
督
を

受
け
て
い
る
か
、
大
戦
の
勃
発
に
至
る
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
企
業
に
'
そ

し
て
,
そ
の
よ
う
な
企
業
へ
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
本
参
加
の
場
合
に
適
用

さ
れ
る
と
宣
す
る
。

第
二
条
　
本
令
は
'
布
告
の
日
(
一
九
1
七
年
三
月
l
四
日
)
を
も
っ

て
発
効
す
る
。
帝
国
宰
相
代
理
　
D
r
.
K
a
r
l
 
H
e
l
f
f
e
r
i
c
h
L
o

こ
の
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
」
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
'

後
論
と
の
か
か
わ
り
で
'
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
-
だ
け
で
充
分
で

あ
ろ
う
。
第
一
に
へ
清
算
の
対
象
に
は
土
地
所
有
も
含
ま
れ
て
い
た
こ

(S)と
,
墾
正
'
清
算
担
当
官
L
i
q
u
i
d
a
t
o
r
に
は
そ
の
対
象
を
売
却
す

CS)

る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
'
そ
し
て
第
三
に
、
企
業
の
売
却
代
金

等
の
清
算
収
得
金
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
s
e
r
l
s
s
が
清
算
の
費
用
に
あ
て
ら
れ

c
ァ
サ

る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
三
点
で
あ
る
。

5
　
所
領
清
算
問
題

最
後
に
'
清
算
問
題
に
た
い
す
る
「
基
金
」
の
立
場
は
'
フ
リ
ー
ド
レ

ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
か
れ
は
い
う
。
容
易
に

推
察
さ
れ
る
よ
う
に
'
も
し
も
へ
「
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
」
に
基
づ
い

て
,
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
清
算
が
始
ま
れ
ば
'
所
領
に
た
い
す
る

「
基
金
」
の
要
求
を
貰
徹
す
る
こ
と
は
著
し
-
困
難
と
な
ろ
う
。
い
や
へ

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
へ
こ
の
要
求
そ
の
も
の
が
挫
折

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
当
「
基

金
」
が
'
カ
ー
ル
伯
爵
自
身
の
相
続
権
者
と
し
て
の
資
格
で
'
グ
ル
ム
ポ

ヴ
ィ
ツ
所
領
を
要
求
し
て
も
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
法

律
上
最
終
的
に
は
っ
き
り
し
な
い
か
ぎ
り
'
換
言
す
れ
ば
、
認
可
問
題
に

決
着
が
つ
か
な
い
か
ぎ
り
、
「
基
金
」
と
し
て
は
'
清
算
が
決
定
さ
れ
れ

ば
へ
こ
の
所
髄
を
人
手
に
渡
ら
せ
な
い
た
め
に
'
た
と
え
法
外
に
高
い
言

い
値
G
e
b
o
t
　
で
あ
っ
て
も
ち
こ
れ
に
応
じ
る
は
か
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
清
算
担
当
官
が
'
こ
の
所
領
を
墾
二
者
に
売

り
渡
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
事
の
み
を
も
っ

て
し
て
も
、
清
算
が
「
基
金
」
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
利
な
事
態
で
あ
る

こ
と
は
'
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
故
へ
「
基
金
」
は
'
法
務
大
臣
に
'
清
算
の
開
始
を
思
い
と
ど
ま

っ
て
頂
き
た
い
と
請
願
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
へ
こ
の
請
願
を
実
現
す

る
た
め
の
前
提
条
件
が
'
当
該
の
値
襲
財
産
に
た
い
し
て
へ
国
王
の
認
可

が
附
与
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
'
同
時
に
へ
こ
の
こ
と
に
よ
り
た
だ
ち
に

問
題
と
な
を
次
の
点
へ
す
な
わ
ち
へ
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
は
は
た
し
て

「
基
金
」
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
'
ポ
ー
ル
の
所
有
に
帰
す
る
も
の

な
の
か
と
の
問
題
を
'
法
廷
闘
争
に
打
っ
て
出
て
で
も
即
座
に
解
決
す
る
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こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
基
金
」
と
し
て
は
'
こ
う
し
た
条
件
に

全
面
的
に
応
じ
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
事
実
へ
「
基
金
」
は
す
で
に
へ

国
王
の
認
可
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
時
を
移
さ
ず
'
上
の
所
有
帰
属

問
題
の
解
決
を
法
廷
に
も
ち
こ
も
う
と
意
を
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
1

方
の
当
事
者
で
あ
る
ポ
ー
ル
伯
爵
の
事
情
を
見
て
も
'
こ
の
よ
う
な
す
ば

や
い
訴
訟
の
実
現
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
へ
と
い
っ
て
よ
い
。
け
だ
し
ヘ

ヴ
ィ
ル
ナ
-
博
士
が
'
ブ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
惟
襲
財
産
に
か
ん
す
る
す
べ
て

の
案
件
に
つ
い
て
へ
さ
ら
に
は
'
法
廷
で
の
代
理
と
い
う
点
に
か
ん
し
て

も
'
ポ
ー
ル
に
よ
っ
て
一
九
〇
八
年
二
月
二
七
日
以
降
へ
全
権
を
委
任
さ

れ
て
お
り
へ
　
こ
う
し
て
ヴ
ィ
ル
ナ
I
は
'
ポ
ー
ル
に
か
わ
っ
て
'
ド
イ
ツ

の
法
延
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

フ
-
I
ド
レ
ン
ダ
I
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
以
上
へ
要
す
る

に
、
か
れ
が
語
る
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
の
立
場
は
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ

所
領
を
当
面
「
基
金
」
の
所
有
に
移
す
た
め
へ
認
可
と
清
算
の
双
方
に
反

対
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

注(
-
)
　
V
g
1
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
、
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
L
2
.
5
.
1
.
N
r
.

5
7
9
0
,
B
1
.
7
6
.
こ
れ
は
'
ブ
レ
ス
ラ
ウ
高
等
裁
判
所
長
官
が
t
 
l
九

l
七
年
一
〇
月
1
八
日
付
で
法
律
顧
問
官
D
r
.
R
i
e
m
a
n
n
(
後
述
)

に
宛
て
た
召
喚
状
で
あ
る
。

(
<
n
O
 
E
b
e
n
d
a
.
B
1
.
5
9
-
6
5
.

C
m
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
0
9
.

(
4
)
　
こ
こ
で
の
叙
述
は
'
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
6
6
-
7
0
.
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
一
九
l
七
年
二
月
五
日
付
で
W
o
h
l
a
u
郡
会
L
a
n
d
-

r
a
t
宛
に
ヴ
ィ
ル
ナ
I
が
提
出
し
た
報
告
書
で
あ
る
　
V
g
1
.
e
b
e
n
-

d
a
,
B
1
.
6
0
f
.
な
お
へ
本
稿
で
は
、
煩
境
を
避
け
る
た
め
へ
出
典
の

注
記
と
説
明
の
補
足
は
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
'

こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

(

5

)

へ

　

(

t

o

)

　

E

b

e

n

d

a

,

B

1

.

7

1

.

0
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
0
9
.

(
8
)
　
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
農
用
地
は
以
下
の
四
つ
の
農
場
群

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
一
G
l
u
m
b
o
w
i
t
z
 
G
r
O
B
-

S
t
r
e
n
z
　
農
場
群
(
G
l
u
m
b
o
w
i
t
z
・
G
r
o
B
-
S
t
r
e
n
z
・
K
l
e
i
n
-

S
t
r
e
n
z
農
場
)
へ
　
二
　
E
x
a
u
農
場
群
(
E
x
a
u
・
S
i
e
g
d
a
農
場
)
へ

三
　
T
s
c
h
e
p
l
i
n
e
　
農
場
群
(
G
r
o
B
-
B
a
u
l
w
i
e
 
m
i
t
 
T
s
c
h
e
p
-

1
i
n
e
・
W
i
e
r
s
e
b
e
n
n
e
農
場
)
へ
そ
し
て
へ
四
　
L
e
u
b
e
l
農
場
群

(
L
e
u
b
e
l
 
m
i
t
 
T
s
c
h
i
p
k
e
i
農
場
)
が
そ
れ
で
あ
り
'
第
一
の
農

場
群
が
へ
所
領
全
体
の
管
理
中
枢
Z
e
n
t
r
a
l
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
を
成
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
場
群
の
う
ち
最
後
の
L
e
u
b
e
l
を
除
く
一
二
つ

の
群
は
'
ほ
ぼ
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
て
'
お
お
む
ね
へ
T
r
a
・

c
h
e
ロ
b
e
r
g
-
㌍
e
r
r
n
s
t
a
d
t
鉄
道
路
線
の
南
側
に
あ
り
へ
L
e
u
b
e
-

騎
士
農
場
だ
け
が
そ
の
北
側
に
位
置
し
て
い
る
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
、

B1.66f.

O)　Ebenda,B1.(

C
S
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
l
,
6
9
.

(500)



第一次他界大戦期ドイツにおける也襲財産の清算

0
=
0
　
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
債
の
G
r
o
B
-
S
t
r
e
n
z
地
域
に
は
古
-
て

大
き
な
「
修
道
院
所
属
会
堂
」
K
l
o
s
t
e
r
k
i
r
c
h
e
が
あ
る
。
所
領
所

有
者
は
t
 
G
r
o
B
-
S
t
r
e
n
z
騎
士
農
場
に
付
随
す
る
「
教
会
保
護
者

権
」
P
a
t
r
o
n
a
t
s
r
e
c
h
t
に
基
づ
い
て
へ
　
こ
の
「
会
堂
お
よ
び
付
属

建
造
物
修
理
費
負
担
の
義
務
」
B
a
u
F
s
t
　
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
れ
が
こ
の
義
務
を
果
し
て
、
な
お
か
つ
館
と
庭
園
を
維
持

し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
実
入
り
の
よ
い
農
用
地
の
充
分
な
面
積
が
'

か
れ
の
手
許
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ル
ナ
-
は

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
'
か
れ
自
身
は
'
最
後
の
三
七

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
ま
で
入
植
地
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
は
必
ず

し
も
積
極
的
で
は
な
い
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
6
7
f
.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
、
B
l
.
6
9
.

3
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
6
0
.
ヴ
ァ
ル
ン
ビ
ユ
ラ
ー
以
外
に
な
お
二
人
の

「
共
同
執
行
人
」
が
い
た
。
す
な
わ
ち
'
A
l
f
o
n
s
v
o
n
P
o
u
r
t
a
l
e
s

伯
爵
(
L
a
a
s
o
w
在
)
と
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
枢
密
法
律
顧
問
官
G
e
h
e
i
-

m
e
r
 
J
u
s
t
i
z
r
a
t
,
D
r
.
L
u
d
w
i
g
 
C
o
h
n
-
か
れ
ら
は
皆
「
ジ
ェ
ー

ム
ス
基
金
」
の
理
事
で
も
あ
る
　
V
g
1
.
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.

A
b
t
.
I
I
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
8
9
,
B
1
.
6
6
.

(
3
)
　
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
、
2
.
5
.
1
,
N
r
,
5
7
9
0
,

B
.
6
0
.

(
」
)
へ
(
S
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
6
1
.
こ
れ
は
へ
さ
き
に
挙
げ
た
ヴ
ィ
ル

ナ
I
の
言
葉
(
注
㈲
・
㈹
参
凧
)
の
言
い
換
え
に
す
ぎ
な
い
。
フ
-

-
ド
レ
ン
ダ
I
は
ヴ
ィ
ル
ナ
I
の
報
告
書
に
眼
を
通
し
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。

(
」
O
 
E
b
e
n
d
a
,
B
l
,
6
2
.

(

描

)

　

R

e

i

c

h

s

=

G

e

s

e

t

z

b

l

a

t

t

,

J

g

.

1

9

1

7

,

B

e

r

l

i

n

,

S

.

2

2

7

.

C
S
)
　
「
・
・
・
帝
層
宰
相
は
'
報
復
の
手
段
と
し
て
'
本
命
の
諸
規
定
を

他
の
敵
国
に
も
適
用
す
る
と
宣
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
R
e
i
c
h
s
=

G
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
,
J
g
.
1
9
1
6
,
B
e
r
l
i
n
,
S
.
8
7
4
.
全
文
1
三
条
か
ら
成

る
「
イ
ギ
-
ス
企
業
清
算
令
L
 
C
e
b
e
n
d
a
、
S
.
8
7
1
-
8
7
4
)
は
'
1
九

一
四
年
八
月
四
日
の
「
戦
時
経
済
措
置
連
邦
参
議
院
授
権
と
戦
時
手

形
・
小
切
手
取
引
期
間
延
長
と
に
か
ん
す
る
法
律
」
G
e
s
e
t
z
 
i
i
b
e
r

d
i
e
 
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
 
d
e
s
 
B
u
n
d
e
s
r
a
t
s
 
z
u
 
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
-

c
h
e
n
 
M
a
冒
a
h
m
e
n
 
u
n
d
 
i
i
b
e
r
 
d
i
e
 
V
e
r
l
a
n
g
e
r
u
n
g
 
d
e
r

F
r
i
s
t
e
n
 
d
e
s
 
W
e
c
h
s
e
l
=
u
n
d
S
c
h
e
c
k
r
e
c
h
t
s
 
i
m
 
F
a
l
l
e

k
r
i
e
g
e
r
i
s
c
h
e
r
 
E
r
e
i
g
n
i
s
s
e
　
(
R
e
i
c
h
s
=
G
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
,
J
g
.

1
9
1
4
,
B
e
r
l
i
n
,
S
.
3
2
7
f
.
)
に
基
づ
い
て
発
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
O

(
ァ
)
　
「
-
本
法
令
の
い
う
企
業
に
は
'
企
業
の
支
店
・
遺
産
N
a
c
h
-

1
a
B
m
a
s
s
e
へ
　
そ
し
て
土
地
も
含
ま
れ
る
-
」
。
「
イ
ギ
-
ス
企
業
清

算
令
」
第
1
条
　
R
e
i
c
h
s
=
G
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
,
J
g
.
1
9
1
6
,
B
e
r
l
i
n
,
S
.

招
h
i

W
)
　
「
企
業
清
算
の
任
を
与
え
ら
れ
た
清
算
担
当
官
は
-
問
題
の
企

業
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
-
」
。
同
法
令

欝
三
条
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
8
7
1
.

「
清
算
の
費
用
は
'
清
算
収
得
金
か
ら
支
弁
さ
れ
る
-
」
。
同
法

令
第
七
条
　
E
b
e
n
d
a
、
S
.
8
7
3
.

81 (501)



(
1
)

三
　
ア
グ
ネ
ス
伯
爵
夫
人
の
姪
達

弁
護
士
兼
法
律
顧
問
官
-
-
マ
ン
D
r
.
R
i
e
m
a
n
n
は
'
故
プ
-
ウ

ブ
ス
侯
爵
F
i
i
r
s
t
 
W
i
l
h
e
l
m
 
M
a
k
e
 
z
u
 
P
u
t
b
u
s
の
娘
達
五
人
の

:
<
s
凸

「
指
定
代
理
人
」
B
e
v
o
l
l
m
細
c
h
t
i
g
t
e
r
で
あ
る
。
五
人
の
娘
達
と
は
'

M
a
r
i
e
 
z
u
 
P
u
t
b
u
s
侯
爵
令
嬢
・
A
s
t
a
v
o
n
R
i
e
p
e
n
h
a
u
s
e
n
式
部

官
K
a
m
m
e
r
h
e
r
r
夫
人
・
V
i
k
t
o
r
i
a
 
v
o
n
 
V
e
l
t
h
e
i
m
男
爵
夫
人

B
a
r
o
n
i
n
・
M
a
r
g
o
t
 
W
u
r
m
b
 
v
o
n
 
Z
i
n
k
男
爵
夫
人
へ
　
そ
し
て
、

W
a
n
d
a
z
u
L
o
w
e
n
s
t
e
i
n
侯
爵
夫
人
で
あ
り
'
彼
女
ら
は
全
員
へ
カ
ー

ル
伯
爵
の
妻
ア
グ
ネ
ス
の
姪
に
あ
た
る
(
第
1
図
参
腰
)
.
-
I
マ
ン
は
'

(
3
)

マ
-
-
以
下
五
人
の
「
訴
訟
代
理
人
」
P
r
o
z
e
f
t
b
e
v
o
l
l
m
細
c
h
t
i
g
t
e
r
と

し
て
、
ア
グ
ネ
ス
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
の
遺
言
書
に
見
ら
れ
る
単
独
相
続
権

者
指
定
の
取
消
を
求
め
て
へ
ブ
レ
ス
ラ
ウ
地
方
裁
判
所
　
L
a
n
d
g
e
r
i
c
h
t

に
た
い
す
る
異
議
申
立
を
行
な
う
。
本
筋
で
は
'
こ
の
間
の
事
情
を
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
。

(
4
)

1
　
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
ア
グ
ネ
ス
と
の
遺
言

「
内
地
植
民
振
興
基
金
」
は
'
1
九
〇
八
年
三
月
一
三
日
に
開
封
さ
れ

た
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
遺
言
書
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
基
金
で
あ
る
。
か
れ

は
'
自
分
の
完
全
私
有
財
産
の
単
独
相
続
権
者
と
し
て
こ
の
基
金
を
制
定

し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
へ
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
母
親
ア
グ
ネ
ス
は
、
彼
女
の
死

後
一
九
〇
九
年
六
月
七
日
と
三
〇
日
に
開
封
さ
れ
た
遺
言
書
に
お
い
て
'

先
述
の
基
金
を
自
分
の
単
独
相
続
権
者
に
指
定
し
て
い
た
。
し
か
し
'
同

:
0

時
に
他
方
で
彼
女
は
'
つ
ど
う
八
人
に
の
ぼ
る
親
族
を
「
予
備
相
続
人
」

E
r
s
a
t
z
e
r
b
e
に
指
名
し
て
も
い
た
。
そ
の
親
族
と
は
'
前
述
の
マ
-
-

以
下
五
人
の
姪
へ
甥
の
A
l
f
o
n
s
 
v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯
爵
へ
姪
の
　
A
u
・

g
u
s
t
e
 
M
a
l
t
z
a
伯
爵
夫
人
へ
　
そ
し
て
同
じ
-
姪
で
パ
-
在
の
A
g
n
e
s

d
e
 
L
o
y
s
 
C
h
a
u
d
i
e
n
侯
爵
夫
人
(
M
a
r
q
u
i
s
e
)
の
計
八
人
で
あ
っ

た
。マ
-
-
以
下
五
人
の
姪
達
が
'
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
ポ
ー
ル
伯
爵

の
双
方
を
向
こ
う
に
ま
わ
し
て
、
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
億
の
相
続
権
を
争

お
う
と
し
た
と
き
へ
彼
女
ら
の
主
張
の
法
的
淵
源
は
'
ア
グ
ネ
ス
に
よ
る

こ
の
予
備
相
続
人
指
名
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
叙
述
は
'
ブ
レ
ス

ラ
ウ
高
裁
の
召
喚
(
一
九
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
)
後
に
へ
　
マ
-
ー
ら
に

か
わ
っ
て
-
-
マ
ン
が
し
た
た
め
た
法
務
大
臣
宛
文
書
(
一
九
1
七
年
一

一
月
二
〇
日
付
)
の
あ
ら
ま
し
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
　
認
可
問
題

:
e
爪

-
-
マ
ン
は
い
う
。
「
純
民
族
的
L
 
v
O
l
k
i
s
c
h
見
地
か
ら
す
れ
ば
'
お

よ
そ
へ
寄
付
行
為
書
の
規
定
に
従
っ
て
永
続
的
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
所
有
者

に
相
続
さ
れ
て
ゆ
-
健
襲
財
産
の
存
続
ほ
ど
へ
　
ド
イ
ツ
に
と
り
有
害
な
も

の
は
な
い
。
こ
の
状
態
は
、
ド
イ
ツ
の
土
地
所
有
が
自
由
財
産
f
r
e
i
e
s
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第一次位界大戦期ドイツにおける健襲財産の清算

E
i
g
e
n
t
u
m
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
手
中
に
あ
る
場
合
に
比
べ
て
も
t

よ
り
有
害
で
さ
え
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
由
財
産
で
あ
れ

:q:

ば
へ
そ
の
「
公
開
市
場
売
り
」
f
r
e
i
h
s
n
d
i
g
e
r
 
V
e
r
k
a
u
f
の
可
能
性
が

あ
る
の
だ
が
、
世
婁
財
産
の
よ
う
な
制
限
的
財
産
g
e
b
u
n
d
e
n
e
r
B
e
s
i
t
z

の
場
合
に
は
へ
　
こ
の
可
能
性
は
皆
無
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
'
フ

ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
伯
爵
の
ド
イ
ツ
世
襲
財
産
相
続
権
は
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
な
-
'
ま
た
へ
　
そ
れ
を
追
認
す
る
こ
と
に
な
る
国
王
の
認
可
も
当
然
拒

否
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

性
襲
財
産
の
認
可
を
拒
絶
す
る
線
で
の
国
王
の
決
定
が
す
み
や
か
に
下

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
理
由
と
し
て
は
'
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
'
国
王

の
決
定
が
公
示
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
初
め
て
へ
-
-
マ
ン
の
依
頼
人
は
、

相
続
財
産
を
め
ぐ
る
争
い
に
'
法
廷
で
の
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
こ
と
で
濁
る
。
ポ
ー
ル
伯
爵
と
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
へ
そ
れ

:
e
凸

に
へ
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
　
-
　
こ
の
一
二
者
は
'
「
現
在
の
法
的
鐙
載
状
態
」

の
下
で
は
、
互
い
に
1
致
す
る
こ
と
の
と
う
て
い
で
き
ぬ
立
場
に
あ
る
の

で
あ
る
か
ら
'
事
態
の
解
決
の
た
め
に
は
'
や
は
り
、
法
廷
闘
争
以
外
に

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
-
ー
マ
ン
は
'
さ
し
あ
た
っ
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。3

　
相
続
権
要
求
の
根
拠

マ
-
-
ら
の
所
領
要
求
権
を
正
当
化
す
る
た
め
の
根
拠
は
'
-
ー
マ
ン

に
よ
れ
ば
お
よ
そ
こ
う
で
あ
る
。
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
大
部
分
は
'

大
土
地
所
有
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
'
そ
し
て
残
余
部
分
は
、
「
軍
人

:
c
a
内

入
植
自
作
農
場
」
K
r
i
e
g
e
r
h
e
i
m
s
t
a
t
t
e
・
農
民
的
所
有
地
・
農
業
労
働

者
用
農
地
等
の
入
植
地
へ
分
割
す
る
こ
と
に
適
し
た
所
領
で
あ
る
。
そ
し

て
∵
マ
-
-
ら
は
へ
こ
の
両
面
で
所
領
を
最
大
限
有
効
に
利
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
最
適
任
者
に
は
か
な
ら
な
い
。
大
土
地
所
有
と
し
て
の
維
持
と

い
う
側
面
に
つ
い
て
は
へ
自
明
の
理
で
あ
り
'
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
後
者
で
あ
る
。

さ
て
'
依
頼
人
の
一
人
で
あ
る
ア
ス
ク
の
夫
'
式
部
官
-
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ゼ
ン
　
v
o
n
 
R
i
e
p
e
n
h
a
u
s
e
n
は
'
一
九
〇
四
年
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ

(S)

た
「
ド
イ
ツ
帝
国
家
産
法
草
案
」
　
E
n
t
w
u
r
f
 
e
i
n
e
s
 
R
e
i
c
h
s
h
e
i
m
-

s
t
a
t
t
e
n
g
e
s
e
t
z
e
s
 
f
i
i
r
 
D
e
u
t
s
c
h
e
R
e
i
c
h
の
起
草
者
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
た
人
物
な
の
だ
が
'
か
れ
の
存
在
に
よ
っ
て
へ
小
規
模
入
植
に
適
切

な
関
心
と
理
解
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
の
大
き
な
保
証
が
与
え
ら
れ

る
t
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
れ
は
'
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院

A
b
g
e
o
r
a
n
e
t
e
ロ
h
a
u
s
と
帝
国
議
会
と
に
お
け
る
永
年
の
議
員
活
劫
を

と
お
し
て
'
生
涯
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
家
産
法
」
の
成
立
に
全
力

(
3
)

を
傾
注
し
た
。
1
八
九
〇
年
か
れ
が
「
家
産
法
運
動
」
を
開
始
し
た
と

き
へ
か
れ
は
'
ビ
ス
マ
ル
ク
　
O
t
t
o
 
v
o
n
 
B
i
s
m
a
r
c
k
　
と
モ
ル
ト
ケ

H
e
l
m
u
t
h
v
o
n
M
o
l
t
k
e
の
支
持
を
受
け
る
。
す
な
わ
ち
へ
前
者
は
、
ド
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イ
ツ
の
所
有
関
係
の
健
全
化
を
は
か
る
一
方
策
と
し
て
の
意
義
を
こ
こ
に

認
め
へ
　
こ
れ
に
た
い
す
る
人
々
の
注
意
を
喚
起
し
'
ま
た
元
帥
モ
ル
-
ケ

は
'
こ
の
法
律
草
案
に
提
案
者
の
一
人
と
し
て
署
名
す
る
こ
と
に
同
意
し

た
の
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
ケ
が
こ
の
よ
う
な
署
名
に
応
じ
た
の
は
'
か
れ

の
生
涯
(
l
八
〇
〇
-
九
l
牛
)
に
お
い
て
唯
一
こ
の
時
だ
け
だ
っ
た
。

ま
た
、
一
九
〇
四
年
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
'
保
守
党
・
自
由

保
守
党
・
中
央
党
・
国
民
自
由
党
か
ら
成
る
当
時
の
帝
国
議
会
多
数
派
の

C
3
)

賛
成
を
得
て
'
同
議
会
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

-
-
マ
ン
は
'
こ
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
い

う
。
小
規
模
入
植
地
創
設
事
業
の
推
進
と
い
う
点
で
の
所
領
の
有
効
利
用

を
は
か
る
に
あ
た
り
、
こ
の
-
-
ペ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
存
在
は
限
り
な
-
大

き
い
。
か
れ
が
わ
が
方
に
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
絶
大
な

利
点
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
は
ど

う
か
。
事
情
は
ま
る
で
逆
で
あ
る
と
い
う
は
か
な
い
。
こ
の
「
基
金
」
は
へ

そ
の
名
称
に
お
い
て
内
地
植
民
の
振
興
を
は
っ
き
り
と
誇
っ
て
い
る
と
は

い
え
へ
そ
の
実
へ
植
民
の
た
め
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
少
な
い

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
一
九
1
七
年
1
0
月
二
九
日
の
召
喚
時
に
お
け

る
「
基
金
」
の
代
理
人
フ
-
-
ド
レ
ン
ダ
ー
の
説
明
に
よ
れ
ば
'
「
ジ
ェ
ー

ム
ス
基
金
」
は
'
国
王
の
認
可
を
得
た
一
九
二
年
四
月
二
二
日
以
後
へ

す
で
に
六
年
半
の
永
吾
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ

加
え
て
t
 
l
七
五
万
マ
ル
ク
を
下
ら
ぬ
多
額
の
財
産
を
自
由
に
処
理
で
き

る
の
に
'
こ
れ
ま
で
に
そ
の
数
わ
ず
か
十
の
入
植
地
向
き
農
用
地
の
貸
出

を
行
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
い
ま
'
貸
出
地
の
数
の
少
な
さ
は
ひ
と
ま
ず

拷
-
と
し
て
も
う
そ
れ
で
も
や
は
り
以
下
の
事
実
が
絶
対
に
見
逃
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
へ
　
そ
も
そ
も
'
こ
の
貸
出
と
い
う
こ
と
自
体

が
'
内
地
植
民
の
振
興
に
は
全
然
そ
ぐ
わ
な
い
性
質
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
内
地
植
民
の
目
的
は
'
ひ
と
え
に
へ
入
植
地
所
有
者
が
自
分

の
土
地
で
自
由
に
経
営
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
う

る
。
小
作
人
が
'
土
地
所
有
者
と
同
じ
よ
う
に
'
小
作
地
の
改
良
に
腐
心

す
る
こ
と
は
ま
っ
た
-
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
が
そ
の
定
款
S
a
t
z
u
n
g
に
お
い
て
規
定
し
て
い

る
こ
と
は
、
農
用
地
の
貸
出
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
'
内
地
植
民
に

C
3
)

と
っ
て
は
、
「
土
着
性
」
　
B
o
d
e
n
s
t
那
n
d
i
g
k
e
i
t
こ
そ
が
決
定
的
に
重
要

な
契
機
に
は
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
へ
「
基
金
」
が
行
な
っ
た

よ
う
に
'
約
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
大
い
さ
の
土
地
を
'
長
期
(
≡

〇
年
間
)
に
わ
た
っ
て
入
植
者
に
貸
し
出
し
た
と
し
て
も
'
そ
れ
は
'
土

着
性
の
契
機
を
生
み
出
す
も
の
で
は
い
さ
さ
か
も
な
い
。

リ
ー
マ
ン
は
つ
づ
け
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
-
-
ペ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の

法
案
は
、
そ
の
理
念
に
お
い
て
も
社
会
的
意
義
の
点
で
も
、
無
限
に
高
-

評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
へ
「
家
産
法
」
が
施
行
さ

48
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第一次位界大戦期ドイツにおける健襲財産の清算

れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
自
分
達
の
所
有
地
に
定
住
す
る
土
着
の
住
民
が
生

<
3
)

ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
'
人
間
の
「
所
有
欲
想
念
」
E
i
g
e
n
-

t
u
m
s
g
e
d
a
n
k
e
を
あ
ま
-
見
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
へ
こ
う
し
た
想
念
を

無
視
な
い
し
軽
視
す
る
社
会
的
方
策
は
す
べ
て
誤
り
な
の
で
あ
る
。
「
所

cs>

有
欲
想
念
」
と
は
'
ま
さ
に
「
生
存
欲
想
念
L
 
E
x
i
s
t
e
n
z
g
e
d
a
n
k
e
と

な
ら
ぶ
'
人
間
の
最
も
強
烈
で
基
本
的
な
願
望
の
l
つ
で
あ
る
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
'
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
は
へ
こ
の
「
所

有
欲
想
念
」
に
敵
対
的
な
姿
勢
を
示
す
も
の
へ
　
い
や
へ
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
へ
　
そ
れ
を
露
骨
に
排
除
し
よ
う
と
さ
え
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ

の
証
拠
に
「
基
金
」
は
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
仕
襲
財
産
の
内
部
に
現
存
す

る
農
民
的
所
有
地
を
'
ま
ず
も
っ
て
入
植
地
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
CS)

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
'
こ
れ
は
へ
現
に
存
在
す
る
「
農
民
を
追
放
す
る
」

B
a
u
e
r
n
 
l
e
g
e
n
こ
と
に
よ
る
小
作
人
導
入
措
置
以
外
の
な
に
も
の
で
も

な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
リ
ー
マ
ン
は
'
主
と
し
て
、
-
-
ペ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の

「
家
産
法
草
案
」
に
依
拠
し
な
が
ら
へ
依
頼
人
が
所
領
を
入
手
し
た
際
の

メ
-
ッ
ト
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

4
　
所
領
清
算
問
題

次
に
'
清
算
問
題
に
か
ん
す
る
-
ー
マ
ン
の
見
解
は
'
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
清
算
は
'
現
行
の
億
規

定
か
ら
す
れ
ば
'
な
る
ほ
ど
形
式
的
に
は
許
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
'
そ
れ

は
二
九
l
七
年
三
月
1
四
日
に
発
令
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
」

の
本
旨
に
添
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
へ
　
こ
の
種
の
処
置
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
所
債
の
相
続
権
者
た
り
う
る
依
頼
人
マ
-
-
ら
の
利
益

が
台
無
し
に
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
'
フ
ラ
ン
ス
人
の
利
益
で
は
な

く
'
ま
さ
に
、
ド
イ
ツ
人
の
利
益
こ
そ
が
損
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
'
所
領
の
清
算
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
へ

と
。さ
ら
に
'
-
-
マ
ン
は
つ
づ
け
る
。
清
算
が
'
自
分
の
関
知
し
な
い
理

由
か
ら
万
1
行
な
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基

金
」
を
代
表
す
る
か
'
も
し
-
は
'
こ
れ
と
関
係
の
深
い
人
物
を
清
算
担

当
官
に
任
ず
る
こ
と
だ
け
は
避
け
て
頂
菖
た
い
。
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ

る
。
さ
き
の
l
〇
月
二
九
日
の
召
喚
時
に
、
「
基
金
」
の
一
理
事
7
-
-

ド
レ
ン
ダ
ー
は
、
清
算
が
行
な
わ
れ
れ
ば
'
「
基
金
」
は
所
嶺
の
買
手
と

な
る
で
あ
ろ
う
へ
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
場
合
へ
「
基
金
」
は

で
き
る
だ
け
の
低
価
格
を
求
め
る
t
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
へ

高
価
格
の
実
現
に
努
力
す
べ
き
売
手
と
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
清

算
担
当
官
が
'
も
し
も
「
基
金
」
害
の
人
物
で
あ
れ
ば
'
公
正
な
売
買
を

行
な
う
こ
と
が
お
ぼ
っ
か
な
-
な
る
で
あ
ろ
う
0
　
こ
う
し
て
-
I
マ
ン

は
t
.
万
一
清
算
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
な
ら
、
清
算
担
当
官
の
人

85 (505)



選
に
つ
い
て
提
案
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
諸
原
し
っ
つ
'
か
れ
の

論
述
を
終
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
　
リ
ー
マ
ン
と
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
は
'
認
可
と
清

算
の
両
方
に
反
対
す
る
点
で
は
'
立
場
と
主
張
点
の
違
い
こ
そ
あ
れ
へ
と

も
に
基
本
的
な
一
致
を
見
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
要
す
る
に
へ
両
者

と
も
'
ポ
ー
ル
伯
爵
の
所
有
権
を
否
定
し
た
う
え
で
'
自
ら
の
相
続
権
を

主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

C
」
)

5
　
裁
判
の
概
要

一
九
一
八
年
二
月
二
五
日
へ
　
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
が
起
こ
し
た
裁
判
の
判

決
が
下
る
。
場
所
は
'
ブ
レ
ス
ラ
ウ
地
裁
の
第
六
民
事
部
d
i
e
s
e
c
h
s
t
e

Z
i
v
i
l
k
a
m
m
e
r
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
'
こ
の
裁
判
と
そ
の
帰
趨
の
概

略
を
示
し
て
'
本
節
の
結
び
と
し
た
い
。

(
i
)
　
原
告
‥
M
a
r
i
e
,
A
s
t
a
,
V
i
k
t
o
r
i
a
、
M
a
r
g
o
t
、
W
a
n
d
a
の
五

人
。
(
訴
訟
代
理
人
は
R
i
e
m
a
n
n
)
0

(
‥
1
 
1
)
　
民
事
被
告
人
‥

イ
'
W
i
i
r
t
t
e
m
b
e
r
g
王
国
大
使
・
法
学
博
士
A
x
e
l
 
v
o
n
 
V
a
r
n
-

b
u
l
e
r
男
爵
へ
　
ベ
ル
-
ン
在
O

ロ
'
C
a
l
a
u
郡
郡
長
(
L
a
n
d
r
a
t
)
A
l
f
o
n
s
 
v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯

爵
へ
　
L
a
a
s
o
w
在
。

ハ
'
法
律
顧
問
官
L
u
d
w
i
g
 
F
r
i
e
d
l
s
n
d
e
r
　
ブ
レ
ス
ラ
ウ
在
。

ニ
'
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯
爵
の
内
地
植
民
振
興
基
金
(
プ
レ
ス
テ
ウ
在
)
へ
代

表
者
は
「
基
金
」
の
理
事
(
被
告
人
イ
・
ロ
・
ハ
)
0

ホ
'
ポ
ー
ル
伯
爵
(
パ
-
荏
)
へ
総
代
理
人
は
農
場
監
督
の
ヴ
ィ
ル
ナ

-
博
士
(
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
在
)
0

(
一
a
)
　
被
告
人
の
訴
訟
代
理
人
‥

イ
・
ロ
・
ニ
t
　
に
と
っ
て
は
L
.
F
r
i
e
d
l
抑
n
d
e
r

ハ
t
　
に
と
っ
て
は
弁
護
士
・
法
律
顧
問
官
B
e
n
d
i
x

ホ
t
に
と
~
つ
て
は
弁
護
士
・
法
律
顧
問
官
F
r
i
e
d
e
n
t
h
a
l

(
三
人
と
も
ブ
レ
ス
ラ
ウ
在
)
0

(
.
川
〕
　
申
立
の
内
容

一
九
一
八
年
二
月
二
五
日
の
判
決
に
先
立
っ
て
'
同
年
二
月
一
一
日
へ

口
頭
弁
論
が
行
な
わ
れ
る
O
こ
こ
で
の
原
告
の
主
張
は
t
 
l
九
一
七
年
1

二
月
二
九
日
に
か
れ
ら
が
プ
レ
ス
ラ
ウ
地
裁
に
提
出
し
た
訴
状
の
内
容
と

基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
へ
原
告
の
一
人
マ
-
I
が
口
頭
弁
論
の

前
に
そ
の
訴
え
を
取
り
下
げ
た
の
で
'
原
告
は
ア
ス
ク
ら
の
四
人
に
減

る
O
以
下
で
は
'
こ
の
申
立
の
内
容
を
見
る
.

イ
'
原
告
が
'
一
九
〇
八
年
二
月
l
四
日
に
死
去
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯

爵
の
遺
産
の
五
分
の
四
を
相
続
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
、
被
告
全
員

に
た
い
し
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
。

ロ
、
ヴ
ァ
ル
ン
ビ
ユ
ラ
ー
か
ら
「
基
金
」
ま
で
の
四
被
告
に
た
い
し
て
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は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
遺
産
に
基
づ
-
か
れ
ら
の
所
有
対
象
の
内
容
に
か
ん

す
る
這
見
表
の
提
出
が
申
し
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O

ハ
'
ポ
ー
ル
伯
爵
に
た
い
し
て
は
'
以
下
の
判
決
が
下
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
a
t
　
こ
れ
ま
で
、
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
の
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ル
タ

レ
ス
伯
爵
家
家
族
世
襲
財
産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
不
動
産
を
へ
そ

の
す
べ
て
の
従
物
Z
u
b
e
h
o
r
と
と
も
に
'
ア
ス
タ
以
下
四
人
の
原
告
と

マ
-
-
・
ツ
ゥ
-
・
プ
-
ウ
ブ
ス
侯
爵
令
嬢
と
に
引
き
渡
す
こ
と
。

b
t
　
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
グ
ネ
ス
の
相
続
人
た
る
四
人
の
原
告
と
マ
-

-
と
が
へ
前
述
の
不
動
産
の
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
る
こ
と
を
'
承
諾

す
る
こ
と
。
c
t
収
支
表
と
手
許
に
あ
る
か
ぎ
り
で
の
領
収
証
を
用
意
し
た
う
え

で
'
前
述
の
不
動
産
の
管
理
に
つ
い
て
原
告
に
報
告
す
る
こ
と
。

ニ
'
被
告
人
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
。

ホ
'
本
件
は
'
判
決
が
あ
り
次
算
へ
仮
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。以
上
が
'
申
立
の
概
要
で
あ
る
。
加
え
て
へ
原
告
は
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
イ

ツ
世
襲
財
産
の
設
立
に
国
王
の
認
可
が
附
与
さ
れ
な
い
と
い
う
近
々
に
生

じ
う
る
事
態
に
構
え
て
へ
　
そ
の
場
合
に
も
'
原
告
の
主
要
な
要
求
は
す
べ

て
認
め
ら
れ
る
べ
L
へ
と
周
到
に
も
付
言
す
る
の
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

(
Ⅴ
)
　
判
決

で
は
'
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
'
一
言
に
し
て
'
訴
え
の
棄
却
、
つ
ま
り
は
原
告
の
敗
訴
で

CS)

あ
っ
た
。
い
ま
そ
の
理
由
を
'
判
決
文
の
抜
琴
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
限
界
を

も
つ
当
該
の
史
料
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ぎ
の
で
'
ア
グ

ネ
ス
の
遺
言
の
取
消
問
題
に
即
し
て
簡
単
に
記
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
ア
グ
ネ
ス
が
遺
言
書
に
お
い
て
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基

金
」
を
彼
女
の
完
全
私
有
財
産
の
相
続
権
者
に
指
定
し
た
の
は
'
グ
ル
ム

ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
は
法
律
上
有
効
な
仕
方
で
世
襲
財
産
に
な
っ
た
と
誤
っ
て

想
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
原
告
は
い
う
。
要
す
る
に
へ
原
告
が
主

張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
'
相
続
権
者
指
定
の
主
因
は
へ
　
こ
の
誤
り
の
想

定
と
い
う
l
点
に
還
元
さ
れ
る
。
原
告
は
'
こ
の
点
の
指
摘
に
、
ア
グ
ネ

ス
の
遺
言
を
取
り
消
す
た
め
の
主
要
な
拠
り
所
を
お
い
た
の
だ
っ
た
。
し

か
し
'
こ
れ
は
へ
取
消
を
正
当
化
す
る
の
に
適
切
な
主
張
で
は
決
し
て
な

い
。
け
だ
し
へ
　
ア
グ
ネ
ス
の
遺
志
を
決
定
し
た
の
は
'
上
述
の
誤
り
の
想

定
で
は
な
く
へ
「
基
金
」
を
相
続
権
者
に
指
定
し
よ
う
と
の
息
子
ジ
ェ
ー
ム

ス
に
与
え
た
約
束
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な
か

っ
た
決
定
的
な
放
念
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
グ

ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
健
襲
財
産
の
法
的
有
効
性
の
思
い
こ
み
が
'
彼
女
の
決
心

に
た
い
し
て
な
ん
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
推
定
す
る
余
地
は
ま
っ
た
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く
な
い
。
ア
グ
ネ
ス
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
へ

こ
の
世
襲
財
産
が
法
的
効
力
を
得
る
得
な
い
に
関
係
な
く
へ
原
告
が
ア
グ

ネ
ス
の
相
蔵
人
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
え
な
い
の
で
あ
る
へ
と
。

こ
う
し
て
裁
判
は
終
っ
た
。
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
の
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所

領
相
続
権
は
認
め
ら
れ
ず
'
本
判
決
の
約
二
週
間
後
(
一
九
一
八
年
三
月

l
二
日
)
に
は
'
つ
い
に
へ
所
儀
の
清
算
が
帝
国
宰
相
に
よ
り
命
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
が
と
も
に

反
対
し
た
清
算
が
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

注(
1
)
　
本
節
の
叙
述
は
t
と
-
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
は
主
と
し
て
へ

D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
,
I
I
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
9
0
,
B
1
.
7
0
-

7
6
.
に
依
拠
し
て
い
る
。
当
該
の
文
書
は
、
-
-
マ
ン
に
よ
る
l
九

1
七
年
1
　
1
月
二
〇
日
付
の
法
務
大
臣
宛
報
告
書
で
あ
る
。

(
<
m
)
　
E
b
e
n
d
a
、
B
-
.
叫
0
.

0
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
0
9
.

(
4
)
　
こ
こ
で
の
叙
述
は
'
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.

5
.
1
,
N
r
.
5
7
8
9
B
l
.
6
6
f
.
に
よ
る
。
こ
れ
は
へ
　
l
九
1
二
年
五
月

三
1
日
付
の
法
務
大
臣
文
書
の
1
部
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
内
容
に

つ
い
て
は
へ
前
掲
拙
稿
を
参
願
さ
れ
た
い
。

(
m
)
　
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
、
H
i
s
t
.
A
b
t
.
l
l
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
8
9
,

B1.66.

(
t
o
)
　
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
.
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
9
0
,

Bl.70.

(

7

)

へ

C

o

o

)

　

E

b

e

n

d

a

,

B

1

.

7

1

.

(
-
0
 
E
b
e
n
d
a
、
B
l
.
7
3
.

C
S
)
　
こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
へ
さ
し
あ
た
り
へ
津
村
康
『
中
欧
諸
国

の
土
地
制
度
及
び
土
地
政
策
』
改
造
杜
'
一
九
三
〇
年
、
一
一
五
六
1

二
六
l
ペ
ー
ジ
参
照
。
「
凡
て
の
独
逸
国
民
は
満
二
十
四
歳
に
達
し

た
る
と
き
は
家
産
を
設
定
す
る
資
格
を
有
す
る
」
(
同
右
へ
　
二
五
八

ペ
ー
ジ
)
。
同
法
案
に
よ
り
へ
　
二
四
歳
以
上
の
全
ド
イ
ツ
国
民
に
は

小
作
地
で
は
な
く
へ
自
作
農
場
を
も
つ
展
望
が
与
え
ら
れ
た
。

ォ
)
　
同
右
へ
　
二
五
七
ペ
ー
ジ
。

(
2
)
　
し
か
し
'
同
法
案
は
へ
　
こ
の
と
き
は
連
邦
参
議
院
の
否
決
に
あ

っ
た
。
そ
の
成
立
の
た
め
に
は
'
一
九
二
〇
年
五
月
一
〇
日
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
右
'
二
六
〇
へ
　
二
六
四
-
二
七
七
ペ
ー
ジ

・
:
蝣
.
肘
。

C

3

)

、

C

S

5

、

C

S

)

へ

　

(

S

)

　

D

Z

A

M

e

r

s

e

b

u

r

g

.

H

i

s

t

.

A

b

t

.

i

l

,

2
.
5
.
1
,
N
r
.
5
7
9
0
,
B
L
7
4
.

C
J
O
　
こ
の
叙
述
は
t
 
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
0
9
f
f
.
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
も
一
九
l
八
年
二
月
二
五
日
の
地
裁
判
決
文
の
抜
琴
で
あ
る
。

(
3
)
　
判
決
を
下
し
た
の
は
'
プ
レ
ス
ラ
ウ
地
裁
長
官
・
枢
密
法
律
顧

問
官
D
a
v
i
d
な
ら
び
に
同
地
裁
判
事
の
　
T
h
i
e
l
i
s
c
h
　
と
　
R
e
h
-

m
e
t
で
あ
っ
た
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
0
9
.
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四
　
清
算
の
実
廃

(
1
)

1
　
清
算
の
決
定

l
九
l
八
年
三
月
l
二
日
へ
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
へ
ル
ト
-
ン
グ

は
二
九
一
七
年
三
月
一
四
日
の
・
「
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
」
に
基
づ
き
'

00　0

「
フ
ラ
ン
ス
国
籍
所
有
者
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
が
所
有
す

O
)

る
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
清
算
」
(
傍
点
筆
者
)
を
農
林
・
法
務
両
大

臣
に
命
令
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
'
農
林
大
臣
E
i
s
e
n
h
a
r
t
・
R
o
t
h
e
は
'

た
だ
ち
に
へ
W
o
h
l
a
u
郡
郡
長
の
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
E
n
g
e
l
m
a
n
n
を
港

算
担
当
官
に
任
命
す
る
。
同
時
に
へ
大
臣
は
'
か
れ
の
部
下
で
あ
る
農
林

省
の
枢
密
下
級
事
務
官
G
e
h
e
i
m
e
r
 
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
r
a
t
、
A
r
t
i
c
u
s
に
'

所
債
の
視
察
後
へ
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
な
ら
び
に
農
場
監
督
ヴ
ィ
ル
ナ
I
と
こ

の
件
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
。
こ
の
協
議
は
三
月
二
五
日

に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。
農
林
大
臣
は
'
三
月
1
六
日
に
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ブ
レ
ス
ラ
ウ
県
知
事
に
通
知
し
て
い
る
。

叫
E
c
K

法
務
大
臣
M
i
i
g
e
l
と
「
外
国
企
業
清
算
の
た
め
の
政
府
特
別
委
員
」

(
氏
名
不
詳
)
R
e
i
c
h
s
k
o
m
m
i
s
s
a
r
 
f
u
r
 
d
i
e
 
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
 
a
u
s
-

I
S
n
d
i
s
c
h
e
r
 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
e
n
は
'
同
日
へ
　
こ
の
件
を
了
承
す

る
。
な
お
、
三
月
二
五
日
の
協
議
に
は
'
法
務
省
か
ら
は
'
法
務
大
臣
代

行
と
し
て
、
法
務
省
局
長
・
一
等
枢
密
法
律
顧
問
官
M
i
n
i
s
t
e
r
i
a
l
d
i
-

r
e
k
t
o
r
,
W
i
r
k
l
i
c
h
e
r
G
e
h
e
i
m
e
r
O
b
e
r
j
u
s
t
i
z
r
a
t
の
K
i
i
b
l
e
r
が
'

枢
密
法
律
顧
問
官
ゼ
-
ル
マ
ン
　
D
r
.
S
e
e
l
m
a
n
n
　
を
伴
っ
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
(
4
)

2
　
協
議
の
内
容

上
述
の
法
務
省
局
長
ら
は
も
と
よ
り
と
し
て
、
シ
ュ
レ
-
ジ
エ
ン
州
庁

の
下
級
事
務
官
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
r
a
t
、
K
o
e
l
l
n
e
r
と
M
i
l
i
t
s
c
h
-
T
r
a
-

c
h
e
n
b
e
r
g
郡
の
次
期
郡
長
S
t
o
l
b
e
r
g
伯
爵
の
両
名
も
加
わ
っ
て
'
所

領
の
視
察
と
協
議
は
予
定
ど
お
り
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
討
議
さ
れ
た

諸
点
は
、
ゼ
-
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
'
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

1
に
、
内
地
植
民
の
た
め
に
は
'
な
に
よ
り
も
ま
ず
t
 
L
e
u
b
e
l
貸
出
農

場
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
ル
ナ
I
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
と

お
り
で
あ
る
。
こ
の
農
場
が
残
余
財
産
　
R
e
s
t
g
u
t
と
し
て
所
債
内
に
維

持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
話
は
別
だ
が
へ
　
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
'
こ

れ
を
地
代
農
場
R
e
n
t
e
n
g
u
t
に
分
割
す
る
義
務
が
へ
　
そ
の
取
得
者
に
課

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
義
務
は
'
国
S
t
a
a
t
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
に

た
い
す
る
義
務
で
あ
る
。
国
は
へ
　
こ
の
履
行
に
つ
い
て
の
監
督
権
を
も

つ
。
ま
た
へ
　
こ
の
農
場
以
外
に
'
別
の
ま
と
ま
っ
た
耕
地
(
約
五
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
)
が
'
な
お
へ
　
所
領
に
隣
接
す
る
農
村
L
a
n
d
g
e
m
e
i
n
d
e
の

発
展
の
た
め
に
用
立
て
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
へ
　
に
わ
か
に
即

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
さ
ら
に
議
論
を
積
み
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重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
'
館
の
備
品
は
売
却
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
そ
.
、

°

　

　

　

　

　

　

o

o

o

o

o

o

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

°

o

o

所
領
の
土
地
所
有
は
、
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
ド
イ
ツ
系
プ
ル
タ
レ
ス
伯

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

o

o

o

o

o

o

o

爵
家
の
成
員
若
干
名
と
に
限
っ
て
'
競
売
に
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
プ

ト
ウ
ブ
ス
侯
爵
の
娘
達
(
マ
-
I
・
ア
ス
タ
ら
)
　
へ
の
供
給
は
不
可
で
あ

る
(
傍
点
筆
者
)
0

第
三
に
、
そ
の
際
へ
土
地
所
有
は
'
カ
ー
ル
伯
爵
に
よ
っ
て
性
襲
財
産

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
へ
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯
爵
に
よ
り
健

襲
財
産
に
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
へ
あ
る
い
は
ま
た
'
ポ
ー
ル
伯

爵
の
完
全
私
有
地
で
あ
る
の
か
と
い
う
事
情
に
応
じ
て
個
々
別
々
に
査
定

さ
れ
へ
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
価
格
を
定
め
た
う
え
で
売
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な

∴
・
f
'第

四
に
'
清
算
収
得
金
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
W
i
n
z
i
g
簡
易
裁
判
所

A
m
t
s
g
e
r
i
c
h
t
が
そ
の
任
に
あ
た
る
。
清
算
収
得
金
を
受
領
す
る
こ
と

の
で
き
る
有
資
格
者
の
審
査
・
確
認
も
'
当
該
裁
判
所
の
職
務
で
あ
る
。

し
か
し
へ
　
こ
の
収
得
金
の
裁
判
所
へ
の
供
託
は
、
ま
ず
必
要
な
か
ろ
う
。

当
面
は
'
清
算
担
当
官
に
預
か
ら
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
い
。
ゼ
-
ル
マ

ン
は
'
三
月
二
五
日
に
行
な
わ
れ
た
協
議
の
要
点
を
、
四
月
四
日
に
書
い

(
5
)

た
「
グ
ル
ム
ボ
ザ
ィ
ツ
旅
行
覚
え
書
き
」
と
し
て
'
こ
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。
こ
こ
に
は
'
所
領
清
算
の
基
本
線
な
い
し
は
そ
の
基
本
的
な
ね

ら
い
が
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
で
は
'
清
算
の
決
定
は
'
問
題
に
な
っ

て
久
し
い
認
可
附
与
の
是
非
と
い
う
点
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
こ
の
点
が
次
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
6
)

3
　
法
務
大
臣
見
解

清
算
決
定
の
約
一
か
月
後
(
一
九
一
八
年
四
月
1
一
二
日
)
に
'
ド
イ
ツ

3
D

帝
国
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
勅
令
が
、
法
務
大
臣
宛
に
下
る
。
そ
れ

は
'
プ
ル
タ
レ
ス
家
の
家
族
世
襲
財
産
に
た
い
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の

認
可
を
与
え
ぬ
旨
の
最
終
的
決
定
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
か
ら
の
認
可
問
題

に
は
'
こ
の
よ
う
に
し
て
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
皇
帝
の
勅

令
は
、
同
年
四
月
六
日
の
法
務
大
臣
報
告
を
受
け
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
'
皇
帝
の
意
志
決
定
の
下
敷
き
に
な
っ

た
同
報
告
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
よ
り
'
こ
こ
で
の
検
討
課
題
に
せ
ま
る

こ
と
に
し
た
い
。

法
務
大
臣
は
'
認
可
問
題
に
つ
い
て
へ
清
算
問
題
と
の
関
連
で
次
の
よ

う
に
い
う
。
所
領
の
清
算
が
実
行
さ
れ
れ
ば
'
性
襲
財
産
化
さ
れ
た
土
地

所
有
の
す
べ
て
が
'
清
算
担
当
官
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
フ
ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
の
求
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
認
可
が
附
与
さ

れ
る
と
い
う
条
件
が
こ
れ
に
加
わ
る
と
'
し
た
が
っ
て
へ
世
襲
財
産
的
制

限
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
a
r
i
s
c
h
e
 
G
e
b
u
n
d
e
n
h
e
i
t
か
ら
離
れ
た
-
土
地
所
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第一次健界大戦期ドイツにおける世襲財産の清算

有
の
か
わ
り
に
へ
そ
の
売
却
の
際
に
得
ら
れ
た
清
算
収
得
金
が
仕
襲
財
産

結
合
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
v
e
r
b
a
n
d
に
は
い
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
こ
(
8
)

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
こ
の
仕
事
財
産
は
、
「
土
地
所
有
世
襲
財
産
」
:o:

G
r
u
n
d
f
i
d
e
i
k
o
m
.
m
i
B
　
と
し
て
で
は
も
は
や
な
く
へ
「
貨
幣
世
襲
財
産
L

G
e
l
d
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
と
し
て
存
続
す
る
に
す
ぎ
な
-
な
る
。
し
か
し
'

フ
ラ
ン
ス
人
の
手
の
な
か
で
こ
う
し
た
貨
幣
の
世
襲
財
産
化
を
行
な
う
こ

と
は
'
フ
ラ
ン
ス
人
家
族
が
世
襲
財
産
を
設
立
す
る
こ
と
に
対
立
す
る
自

明
の
疑
問
点
を
ま
っ
た
-
度
外
視
す
る
と
し
て
も
'
や
は
り
へ
ド
イ
ツ
人

の
利
害
関
係
者
が
も
つ
権
利
を
著
し
-
扱
な
う
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
「
貨
幣
世
襲
財
産
」
の
成
立
を
促
進

す
る
こ
と
に
は
'
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
公
的
利
益
は
な
に
も
な
い
と
断
ず

る
は
か
な
い
。

反
対
に
'
国
王
の
認
可
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
'
カ
ー
ル
伯
爵
が

最
初
に
寄
贈
し
た
財
産
も
'
後
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
伯
爵
が
世
襲
財
産
に
付
け

加
え
た
土
地
も
、
と
も
に
、
完
全
私
有
地
A
〓
o
d
と
し
て
と
ど
ま
り
つ

づ
け
る
こ
と
が
法
的
に
確
定
す
る
O
こ
の
と
き
へ
二
つ
の
問
題
が
生
じ
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
カ
ー
ル
に
由
来
す
る
財
産
の
継
承
者
は
だ
れ

か
。
そ
し
て
第
二
に
、
だ
れ
か
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
相
続
人
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
t
と
い
う
二
つ
の
相
続
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
一
の
問
題
に

か
ん
し
て
は
'
要
す
る
に
へ
当
該
の
所
領
が
依
然
と
し
て
'
「
世
襲
財
産
の

(.S)

後
順
位
相
続
人
決
定
」
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
a
r
i
s
c
h
e
S
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
の
法

的
手
続
き
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
て
い
-
も
の
な
の
か
否
か
t
に
か
か
っ
て

い
る
。
然
り
の
場
合
に
は
、
ポ
ー
ル
伯
爵
が
カ
ー
ル
伯
爵
の
相
続
人
と
な

る
。
逆
に
否
の
場
合
、
カ
ー
ル
の
財
産
は
息
子
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
よ
っ
て

の
み
相
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
'
カ
ー
ル
の
遺
産
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
人
は
'
結
局
へ
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
相
続
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
へ
　
こ
の
世
襲
財
産
の
設
立
が
'
国
王
の
認
可
を
欠
-
が
故
に

無
効
に
帰
す
と
き
に
は
'
後
者
の
場
合
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
'
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
相
続
人
は
だ
れ
か
と
い
う
第
二
の
問
題
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
こ
の
点
は
現
在
係
争
中
で
'
ま
だ
結
論
を
見
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
へ
プ
-
ウ
ブ
ス
侯
爵
の
ア
ス
ク
ら
四
人
の
娘
達
と
「
ジ
ェ
ー
ム

ス
基
金
」
と
の
あ
い
だ
で
へ
　
こ
の
相
続
問
題
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
争
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ア
ス
ク
ら
は
'
算
一
審
で
は
敗
訴
し
た
。
だ
が
'
控
訴

(
3
)

審
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
こ
の

法
的
係
争
問
題
に
ど
の
よ
う
な
最
後
的
決
着
が
つ
く
の
で
あ
れ
へ
当
該
の

僅
襲
財
産
へ
の
国
王
の
認
可
が
与
え
ら
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
'
ジ
ェ
ー
ム

ス
の
相
続
権
者
に
襲
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
財
産
は
'
い
ず
れ
に
し
て
も
'

o

o

o

o

ド
イ
ツ
人
の
手
に
帰
す
こ
と
へ
　
こ
れ
で
あ
る
。
逆
に
'
世
襲
財
産
の
認
可

に
よ
っ
て
、
清
算
収
得
金
が
「
貨
幣
健
襲
財
産
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
の

手
許
に
拘
束
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
で
も
万
一
な
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
利
益
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は
重
大
な
侵
害
を
こ
う
む
ろ
う
。
そ
れ
故
へ
利
害
関
係
の
点
で
相
対
立
す

る
立
場
に
あ
る
「
基
金
」
の
幹
部
と
'
プ
ト
ウ
ブ
ス
侯
爵
の
娘
達
の
代
理

人
も
、
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
は
1
致
し
て
'
と
も
に
へ
認
可
を

認
め
ぬ
旨
の
国
王
の
す
み
や
か
な
決
定
を
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
(
傍

点
筆
者
)
0

法
務
大
臣
が
展
開
す
る
認
可
反
対
論
は
'
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
清
算
と
い
う
新
し
い
事
態
に
直
面
し
て
新
た
に
練
り

(
2
)

直
さ
れ
た
認
可
反
対
論
で
あ
っ
た
。

4
　
清
算
の
結
果

一
九
一
八
年
四
月
1
三
日
、
認
可
が
附
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
最
終
的
に

決
ま
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
の
ド
イ

ッ
世
襲
財
産
所
有
・
相
続
権
は
'
つ
い
に
認
め
ら
れ
な
く
終
っ
た
。
そ
の

結
果
へ
ポ
ー
ル
は
、
所
領
(
土
地
所
有
)
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
へ
清
算

収
得
金
(
貨
幣
)
を
手
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
三
月
一
二
日
の

宰
相
命
令
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ル
伯
爵
の
土
地
所
有
が
か
れ
か
ら
奪
わ
れ
た

と
す
る
な
ら
ば
へ
一
方
、
四
月
一
三
日
の
勅
令
に
お
い
て
は
そ
れ
に
た
い

す
る
貨
幣
で
の
補
償
さ
え
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
決
し
た
の
で
あ
る
。
で

は
、
事
実
上
、
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
か
ら
い
わ
ば
強
権
的
に
「
奪
還
・
没
収
」

さ
れ
た
土
地
所
有
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
当
該
の
所
領
を
、
当
時
の
ド
イ

ツ
国
家
権
力
は
'
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
が
次
の
間
題
と
な
る
。

ブ
レ
ス
ラ
ウ
県
知
事
に
宛
て
た
l
九
一
八
年
四
月
二
三
日
の
農
林
大
臣

(.SI

文
書
に
よ
れ
ば
'
大
臣
が
賛
成
し
た
清
算
プ
ラ
ン
の
基
本
線
は
'
要
す
る

に
、
当
該
の
所
領
を
、
可
及
的
す
み
や
か
に
以
下
の
人
々
の
あ
い
だ
で
競

売
に
付
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(
た
だ
し
へ
邸
宅
内
に
あ
る
ポ
ー
ル
伯

(
3
)

爵
所
有
の
家
財
類
は
除
-
。
こ
れ
は
、
清
算
後
へ
「
特
別
強
制
管
理
」

b
e
s
o
n
d
e
r
e
 
z
w
a
n
g
s
w
e
i
s
e
 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
の
下
に
お
か
れ
る
)
0

J
a
m
e
s
 
v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯
爵
の
内
地
植
民
振
興
基
金
へ

‥
1
 
1
　
帝
国
待
命
大
使
K
a
i
s
e
r
l
i
c
h
e
r
B
o
t
s
c
h
a
f
t
e
r
z
.
D
.
,
F
r
i
e
d
-

(S)

r
i
c
h
 
v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯
爵
　
ベ
ル
-
ン
在
へ

一
2
　
N
i
e
d
e
r
l
a
u
s
i
t
z
　
辺
境
伯
　
M
a
r
k
g
r
a
f
s
c
h
a
f
t
,
W
i
l
h
e
l
m

v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯
爵
　
L
i
i
b
b
e
n
在
へ

.
川
　
C
a
l
a
u
郡
郡
長
A
l
f
o
n
s
 
v
o
n
 
P
o
u
r
t
a
l
e
s
伯
爵
。

売
却
の
条
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
だ
れ
が
購
買
者
に
決

ま
っ
て
も
'
当
人
は
'
フ
ラ
ン
ス
と
の
講
和
条
約
締
結
後
十
年
以
内
に
'

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
総
務
委
員
会
G
e
ロ
e
r
a
-
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
の
指
導
と
仲
介

の
下
で
'
合
計
五
〇
〇
～
七
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
ど
の
土
地
を
、
ド
イ
ツ

人
の
入
植
希
望
者
に
、
か
れ
ら
の
所
有
す
る
分
割
地
と
し
て
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
入
植
用
の
土
地
は
農
林
大
臣
が
選
択
す
る
)
。
第
二
に
'

上
記
の
四
名
は
、
四
月
二
三
日
よ
り
八
日
以
内
に
'
言
い
値
を
清
算
担
当

921

2

1-I
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第一次他界大戦期ドイツにおける憶襲財産の清算

官
に
書
留
便
で
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
へ
第
三
に
、
こ

れ
ら
の
入
札
者
の
な
か
か
ら
、
も
し
も
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
に
落
札
さ

O

O

O

O

O

れ
れ
ば
'
さ
ら
に
以
下
の
条
件
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
系
の
プ

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
に
所
領
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
果
す
た
め
に
へ

「
基
金
」
は
'
入
植
地
を
除
-
所
領
を
'
若
干
の
値
上
げ
　
A
u
f
s
c
E
a
g

o

o

O

O

O

O

o

o

o

o

o

を
待
っ
て
た
だ
ち
に
、
7
-
-
ド
-
ヒ
・
ラ
ォ
ン
・
プ
ル
ク
レ
ス
伯
爵
に

o

o

o

o

o

転
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
義
務
を
負
う
こ
と
'
こ
れ
で
あ
る
。
以
上
が
'

清
算
計
画
の
概
略
で
あ
っ
た
(
傍
点
筆
者
)
0

そ
し
て
へ
実
際
に
'
当
該
の
土
地
所
有
は
'
い
っ
た
ん
「
ジ
ェ
ー
ム
ス

基
金
」
の
手
を
経
て
か
ら
'
し
た
が
っ
て
へ
当
「
基
金
」
が
主
張
し
た
グ

ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
相
続
権
を
l
時
的
・
経
過
的
に
認
め
る
形
を
と
っ
た

う
え
で
'
最
終
的
に
は
'
ド
イ
ツ
系
の
フ
-
ー
ド
-
ヒ
伯
爵
の
所
有
に
帰

着
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
基
金
」
と
フ
-
-
ド
-
ヒ
と
の
売
買

(S)

契
約
は
'
一
九
l
八
年
l
〇
月
二
・
三
日
に
と
り
結
ば
れ
る
。
フ
-
ー
ド

リ
ヒ
の
購
買
価
格
は
'
計
一
八
八
六
七
二
四
・
二
三
マ
ル
ク
に
達
し
た
。

CS)

そ
の
内
訳
は
第
二
表
に
明
ら
か
で
あ
る
O
　
こ
の
契
約
は
'
一
九
一
八
年
1

(S)

〇
月
三
〇
日
へ
農
林
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
。
所
領
の
売
買
は
完
了
し

た
。
法
務
大
臣
が
事
実
を
承
知
し
た
旨
農
林
大
臣
に
通
知
し
た
の
は
'
首

都
ベ
ル
-
ン
に
お
け
る
革
命
勃
発
の
前
々
夜
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ

(S)

蝣

i

t

'

第二表　所領の購買価格内訳

(資料) DZA Merseburg, Hist. Abt. II,2. 5; 1,

Nr.5790,Bl.145f.より作成。

総
じ
て
、
「
第
一
次
世
界
大
戦
期

ド
イ
ツ
の
世
襲
財
産
清
算
問
題
」
と

で
も
い
う
べ
き
プ
ル
ク
レ
ス
伯
爵
家

の
性
襲
財
産
を
め
ぐ
る
事
態
の
結
末

は
'
ま
ず
第
l
に
、
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ

ツ
所
領
に
は
性
襲
財
産
と
し
て
の
認

可
が
与
え
ら
れ
ず
へ
　
そ
の
か
ぎ
り
で

は
'
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
と
ア
グ

ネ
ス
の
姪
達
と
の
言
い
分
が
通
っ
た

も
の
の
へ
清
算
に
反
対
し
た
両
者
の

主
張
は
認
め
ら
れ
ず
に
終
っ
た
こ

と
へ
第
二
に
、
所
鎖
の
清
算
が
強
行

さ
れ
た
結
果
,
フ
ラ
ン
ス
人
の
ポ
ー
ル
伯
爵
は
お
ろ
か
'
所
領
譲
渡
の
仲

立
ち
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
に
た
い
し
て
も
'

そ
し
て
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
に
も
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
は
与
え
ら
れ

ず
,
結
局
'
ド
イ
ツ
系
の
フ
-
I
ド
-
ヒ
伯
爵
が
問
題
の
所
領
の
入
手
に

成
功
し
た
こ
と
1
以
上
で
あ
っ
た
。

な
お
へ
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一

は
、
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
世
襲
財
産
の
復
興
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
伯
爵
は
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
列
強
と
の
講
和
条
約
締
結
後
五

93 (513)



年
以
内
に
所
轄
官
庁
に
通
達
さ
れ
る
べ
き
寄
付
行
為
書
に
よ
っ
て
へ
か
れ

が
金
で
買
っ
た
土
地
所
有
を
'
家
族
世
襲
財
産
化
す
べ
き
義
務
を
売
り
手

に
た
い
し
て
と
同
時
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
た
い
し
て
も
負
っ
た
の
で
あ

CS)る
。
第
二
に
'
わ
れ
わ
れ
は
'
購
買
価
格
約
7
九
〇
万
マ
ル
ク
の
う
ち
'

(
3
)

そ
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
-
も
の
大
部
分
が
'
「
戦
時
公
債
」
K
r
i
e
g
s
-

a
n
-
e
i
h
e
の
引
き
受
け
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

闇
堪
丸

い
。
フ
-
I
ド
-
ヒ
は
'
こ
の
相
当
額
を
し
か
る
べ
き
「
金
融
機
関
」

Z
a
h
l
u
n
g
s
s
t
a
t
t
に
払
い
込
む
こ
と
に
よ
り
へ
売
買
契
約
上
の
義
務
を

<P,J

果
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注(
-
)
　
こ
こ
で
の
叙
述
は
t
 
e
b
e
n
d
n
、
B
1
.
1
1
1
f
f
.
に
よ
る
。
史
料
は
'

l
九
1
八
年
三
月
l
二
日
の
帝
国
宰
相
命
令
と
同
年
三
月
一
六
日
の

農
林
省
文
書
で
あ
る
。

(
n
)
　
E
b
e
n
d
a
、
B
1
.
1
1
1
.

0
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
1
3
.

(
4
)
　
叙
述
は
t
 
e
b
e
n
d
.
a
、
B
1
.
1
1
5
f
.
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
へ

一
九
一
八
年
四
月
四
日
に
ゼ
ー
ル
マ
ン
が
書
い
た
覚
え
書
き
で
あ

s
s

(
m
)
　
E
b
e
n
d
a
、
B
1
.
1
1
5
.

(
6
)
　
こ
こ
で
の
叙
述
は
'
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
.
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,

2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
0
3
6
,
B
1
.
2
2
-
2
6
.
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
れ
は
へ
　
1

九
1
八
年
四
月
六
日
の
皇
帝
宛
法
務
大
臣
文
書
で
あ
る
。

(

-

サ

ー

蝣

)

　

V

g

1

.

e

b

e

n

d

a

.

B

1

.

2

9

.

(

8

)

へ

　

(

9

)

へ

　

(

S

)

　

E

b

e

n

d

a

,

B

l

.

2

5

.

C
3
)
　
ア
ス
ク
ら
は
'
控
訴
審
に
お
い
て
は
'
清
算
担
当
官
に
よ
る
所

債
の
売
却
を
考
慮
に
い
れ
て
'
か
れ
ら
の
主
張
を
'
第
l
審
に
お
け

る
土
地
所
有
の
返
還
で
は
も
は
や
な
-
'
清
算
収
得
金
の
受
領
を
求

め
る
点
に
変
更
し
た
　
V
g
1
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
、
H
i
s
t
.
A
b
t
.

11,2.5.1,Nr.5790,B1.150.

C
S
)
　
清
算
問
題
が
生
じ
る
前
の
時
期
に
お
け
る
法
務
大
臣
の
〓
貝
し

た
認
可
反
対
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
S
3
)
　
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
5
.
1
　
N
r
.
5
7
9
0
,

B1.150f.

(
3
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
5
0
.

か
れ
は
'
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
期
(
一
九
〇
七
-
一
四
年
)

に
P
e
t
e
r
s
b
u
r
g
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
か
れ

の
活
動
の
あ
と
は
'
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
F
r
i
t
z
 
F
i
s
c
h
e
r
　
の
『
世
界

強
国
へ
の
道
I
I
ド
イ
ツ
の
挑
戦
t
 
l
九
一
四
-
1
九
一
八
年

-
　
』
〔
一
九
六
七
年
〕
か
ら
も
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
し
あ
た
り
へ
村
瀬
興
雄
監
訳
書
へ
岩
波
書
店
へ
一
九
七
二
年
へ
　
八

l
 
t
　
八
六
へ
八
八
へ
九
八
へ
一
五
二
ペ
ー
ジ
の
記
述
参
照
。

C
S
)
　
V
g
1
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
、
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.

5
7
9
0
,
B
1
.
1
5
2
.
　
九
一
八
年
l
〇
月
三
〇
日
の
農
林
大
臣
文
書
に

よ
る
。
な
お
'
7
-
I
ド
-
ヒ
と
「
基
金
」
と
の
最
初
の
契
約
日
は

一
九
1
八
年
七
月
八
日
だ
っ
た
。
契
約
が
二
回
に
わ
た
っ
た
の
は
'

価
格
の
点
で
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
初
予

(514) 94



第一次世界大戦期ドイツにおける世襲財産の清算

定
さ
れ
た
二
四
六
三
〇
五
〇
・
三
五
マ
ル
ク
は
t
 
S
i
e
g
d
a
農
場
の

1
部
(
約
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
が
売
買
か
ら
除
外
さ
れ
る
等
の
理

由
で
、
い
っ
た
ん
二
三
五
六
七
二
四
・
二
三
マ
ル
ク
ま
で
下
が
り
へ

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
四
七
〇
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
支
払
が
猶
予
さ
れ
て
1

八
八
六
七
二
四
・
二
三
マ
ル
ク
に
落
ち
着
い
た
の
だ
っ
た
　
V
g
1
.

e
b
e
n
d
a
.
B
1
.
1
4
5
f
.

〔
1
7
)
　
史
料
(
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
4
3
-
1
4
6
)
は
、
ベ
ル
-
ン
大
学
法
学

部
教
授
・
枢
密
法
律
顧
問
官
D
r
.
T
h
e
o
d
o
r
K
i
p
p
に
よ
る
グ
ル

ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
領
の
鑑
定
書
(
一
九
l
八
年
と
あ
る
の
み
で
月
日
は

不
詳
)
　
で
あ
る
。

(
S
)
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
、
B
1
.
1
5
2
.

C
S
)
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
.
B
1
.
1
5
3
.

(
ァ
)
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
,
B
l
.
1
4
3
f
.

C
S
)
、
(
S
3
)
　
E
b
e
n
d
a
.
B
1
.
1
4
5
.

(
S
3
)
　
ド
イ
ツ
の
敗
戦
は
'
所
債
売
買
の
文
字
ど
お
り
の
直
後
で
あ
っ

た
。
こ
の
結
果
へ
戦
時
公
債
相
当
分
の
貨
幣
額
は
'
「
敵
国
財
産
」

f
e
i
n
d
l
i
c
h
e
s
 
V
e
r
m
O
g
e
n
「
管
財
官
」
T
r
e
u
h
a
n
d
e
r
の
手
許

に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
戦
費
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

な
く
終
っ
た
。
プ
ル
タ
レ
ス
家
に
お
い
て
は
新
た
な
係
争
問
題
が
'

ポ
ー
ル
・
「
基
金
」
・
ア
グ
ネ
ス
の
姪
達
の
あ
い
だ
で
'
土
地
所
有

の
帰
属
で
は
な
く
今
度
は
清
算
収
得
金
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
'
再

燃
す
る
こ
と
に
な
る
(
本
節
の
注
(
3
)
と
互
へ
結
び
.
に
か
え
て
の
最

後
の
注
ォ
)
に
記
し
た
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
を
参
凧
)
0

五
　
結
び
に
か
え
て

ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
が
'
一
九
〇
八
年
以
来
'
仕
襲
財

盛
の
l
つ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
嶺
の
事
実
上
公
認
の
所
有

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ポ
ー
ル
が
一
九
〇
八

年
三
月
一
四
日
に
'
惟
襲
財
産
監
督
庁
で
あ
る
ブ
レ
ス
ラ
ウ
高
等
裁
判
所

(
1
)

か
ら
'
「
世
襲
財
産
継
承
者
」
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
f
o
l
g
e
r
と
認
め
る
「
証

'
.
"
)

明
書
」
B
e
s
c
h
e
i
ロ
l
g
u
n
g
を
得
た
と
い
う
一
事
の
み
を
も
っ
て
し
て

も
'
充
分
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
へ
　
こ
の
世
襲
財
産
の
認
可

に
終
始
〓
艮
絶
対
反
対
の
立
場
を
貫
い
た
所
轄
の
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
省
当

局
で
さ
え
、
大
臣
見
解
に
お
い
て
折
に
ふ
れ
て
、
あ
る
い
は
「
世
襲
財
産

(
ォ
)

の
た
め
に
寄
贈
さ
れ
た
諸
農
場
の
所
有
は
'
ポ
ー
ル
伯
爵
に
移
行
し
た
」

と
い
い
へ
　
ま
た
別
の
と
き
に
は
'
ブ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
は
「
一
九
〇
八

o

o

o

o

o

o

o

o

o

年
以
来
へ
確
か
に
　
t
a
t
s
師
c
h
l
i
c
h
一
フ
ラ
ン
ス
国
籍
所
有
者
の
所
有
と

o
o
o
o
C
-
O

管
理
の
下
に
あ
っ
た
」
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
へ
　
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
に
よ
る
一
九
1
八
年
三
月
一
二
日
の
あ
の
清
算
決

o

o

o

o

定
命
令
は
、
「
ポ
ー
ル
伯
爵
が
所
有
す
る
所
領
の
清
算
を
命
ず
る
」
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
(
傍
点
筆
者
)
0

し
た
が
っ
て
へ
一
九
一
七
年
三
月
一
四
日
の
戦
時
法
規
「
フ
ラ
ン
ス
企

業
清
算
令
」
に
基
づ
-
所
領
清
算
命
令
に
よ
っ
て
敢
行
さ
れ
た
こ
と
へ
　
そ

95 (515)



れ
は
'
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
が
ド
イ
ツ
の
地
に
も
つ
世
襲
財
産
の
所
有
権
・

相
続
権
を
'
強
権
的
に
か
れ
の
手
か
ら
剥
奪
す
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の

で
も
な
か
っ
た
t
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
領
清
算
の
内
実
は
、

0
0

そ
の
収
用
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
こ
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
'

O

O

r

.

「
フ
ラ
ン
ス
企
業
清
算
令
」
は
'
実
際
上
は
ま
さ
し
-
'
1
種
の
土
地
収

0
0

用
法
的
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
再
び
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
大
臣
の
言
を

<eサ:

借
り
る
な
ら
ば
へ
本
件
「
本
来
の
目
的
」
は
'
実
に
、
「
元
々
の
せ
襲
財

産
所
有
を
ド
イ
ツ
人
の
手
許
へ
'
そ
れ
も
'
当
該
伯
爵
家
の
ド
イ
ツ
系
の

:
o
凡

所
有
に
移
す
」
　
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
'
ド
イ
ツ
の
外
交

官
フ
-
-
ド
-
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
が
所
領
を
買
い
上
げ
、

そ
の
所
有
者
と
な
る
こ
と
に
よ
り
へ
　
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
目
論

見
ど
お
り
へ
見
事
に
達
成
さ
れ
る
運
び
と
な
る
。

こ
の
と
き
へ
　
フ
-
-
ド
-
ヒ
が
最
終
的
に
負
担
し
た
価
額
は
へ
　
さ
き
に

見
た
と
お
り
、
約
一
九
〇
万
マ
ル
ク
に
達
し
た
。
か
れ
は
へ
　
こ
の
巨
額
の

貨
幣
と
ひ
き
か
え
に
所
領
を
入
手
す
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
か
れ
は
'
ヴ
ュ
ー

バ
ー
M
a
x
 
W
e
b
e
r
の
口
吻
を
借
り
る
な
ら
ば
へ
貨
幣
の
「
土
地
所
有

(
7
)

・
世
襲
財
産
形
成
へ
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
を
果
し
'
ド
イ
ツ
の
国
家

権
力
が
'
事
実
上
へ
　
フ
ラ
ン
ス
人
の
手
か
ら
無
償
で
「
没
収
」
し
た
土
地

所
有
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
こ
の
惟
襲
財
産
の
所
有
者
に
鮮
や
か
に
な
り

お
お
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
'
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
は
'
フ
ラ
ン
ス

人
ポ
ー
ル
の
世
襲
財
産
所
有
権
を
奪
い
'
自
国
民
フ
-
ー
ド
-
ヒ
を
そ
の

所
有
者
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
他
方
に
お
い
て
は
'
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
」
に
た
い
し
て
へ
　
内

地
植
民
推
進
の
た
め
の
1
定
の
便
宜
が
は
か
ら
れ
た
点
が
見
逃
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
所
領
を
構
成
す
る
S
i
e
g
d
a
騎
士
農
場
の
一
部
(
約
二
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
が
「
基
金
」
の
手
に
渡
っ
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る

(
前
節
の
注
(
」
)
参
照
)
。
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
'
あ
の
-
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ゼ
ン
が
成
立
に
努
力
し
た
「
軍
人
入
植
自
作
農
場
」
等
の
入
植
地

創
設
の
た
め
に
へ
大
経
営
向
き
で
な
い
所
嶺
の
l
部
を
利
用
し
よ
う
と
も

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
'
政
府
は
'
当
該
の
所
領
の
処

o

o

o

c

理
に
あ
た
り
へ
　
l
定
の
戦
後
対
策
(
帰
郷
軍
人
へ
の
土
地
供
与
)
を
も
念

頭
に
お
い
て
い
た
t
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
言
に
し
て
'
大
経
営
向

O

O

O

O

き
の
土
地
を
中
心
と
し
た
所
領
の
大
部
分
は
、
「
基
金
」
を
介
し
て
'
ド

イ
ツ
人
貴
族
フ
-
I
ド
-
ー
ヒ
へ
へ
　
そ
し
て
、
内
地
植
民
の
た
め
の
一
部
の

o

o

o

o

o

o

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

)

小
経
営
用
地
は
'
再
び
「
基
金
」
を
介
し
て
、
ド
イ
ツ
人
入
植
者
達
へ

(
.
撃
一
図
参
照
)
。
こ
れ
は
、
政
府
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
へ
一
石
二
鳥
の
所

領
処
理
法
だ
っ
た
'
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
O
第
l
次
世
界
大
戦
末
期

に
お
け
る
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
を
め
ぐ
る
事
態
の
赦
末
は
'
さ
し
あ
た

り
へ
　
以
上
で
あ
る
。

し
か
し
'
事
柄
の
意
味
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
一
半
は
'
な

C516) 96



第一次世界大戦期ドイツにおける性襲財産の清算

第二図　所領処理と「基金」の仲介

一に孟孟^M霊賢

→胤霊
お
別
の
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
看
過

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
'
約
一

三
〇
万
マ
ル
ク
に
達
し
た
戦
時
公
債
引
き

受
け
の
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
で
に
見

ジ
ェ
ー
ム
ス
基
金
一
た
よ
う
に
'
フ
-
-
ド
-
ヒ
が
支
払
っ
た

フ
ラ
ン
ス
人
貴
族

第三園　国とフリードリヒとの関係

フリードリヒ

貨
幣
額
の
実
に
三
分
の
二
以
上
(
六
七
・
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
が
へ
　
こ
の
公

債
相
当
額
だ
っ
た
。
事
態
の
こ
の
側
面
に
着
目
し
て
'
こ
れ
を
略
図
で
示

す
と
第
三
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
7
-
-
ド
-
ヒ
は
'
国
に
貨
幣
を
支
払

っ
て
'
公
債
と
土
地
所
有
の
双
方
を
得
た
の
で
あ
る
。
事
柄
の
意
味
は
'

こ
こ
で
は
し
た
が
っ
て
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
へ
　
国
は
戦
時

公
債
を
発
行
し
'
こ
れ
を
7
-
-
ド
-
ヒ
に
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ

o

o

o

o

o

o

　

(

ォ

0

り
'
約
l
三
〇
万
マ
ル
ク
も
の
多
額
の
戦
費
を
調
達
し
た
こ
と
へ
　
第
二

に
へ
　
こ
と
こ
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
'
グ
ル
ム
ポ
ヴ
ィ
ツ
所
領
-
健
襲

°

0

0

財
産
と
し
て
の
土
地
所
有
は
'
国
に
よ
り
'
実
際
上
へ
一
種
の
「
担
保
物
」

的
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
と
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
へ
　
フ
-
-
ド

-
ヒ
に
と
っ
て
は
'
決
し
て
扱
な
取
り
引
き
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

o

o

o

o

ら
へ
か
れ
は
へ
　
た
ん
な
る
擬
制
価
値
と
し
て
の
債
券
だ
け
で
は
な
-
'
客

0
0

観
的
に
は
'
一
種
の
「
抵
当
」
と
し
て
の
現
実
的
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
土

地
所
有
を
も
取
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
総
じ
て
へ
　
ド
イ
ツ
第
二
帝
政
の
命
運
が
尽
き
よ
う
と
す
る
算
l
次

世
界
大
戦
の
最
終
盤
期
に
敵
国
フ
ラ
ン
ス
か
ら
「
奪
還
」
さ
れ
た
ド
イ
ツ

の
惟
襲
財
産
は
'
プ
ル
タ
レ
ス
家
の
そ
れ
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
'
ド
イ
ツ

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

帝
国
主
義
に
と
っ
て
は
'
ま
さ
に
へ
戦
争
(
目
的
)
完
遂
の
た
め
の
資
金

o

o

o

o

o

°

調
達
の
一
手
段
た
る
実
践
的
意
義
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
「
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
世
襲
財
産
」
問
題
展
開
の
基
礎
と
な
る
系
統

CS)

的
実
証
分
析
が
'
帝
国
主
義
論
と
土
地
所
有
論
の
「
連
繋
」
と
も
密
接
に

か
か
わ
っ
て
'
今
後
'
さ
ら
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

(S3

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
(

1

)

ち

 

O
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D

Z
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M

e
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s

e

b

u
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g
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i
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.
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I
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2
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5
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1

,

N

r

.

5
7
8
9
,
-
B
1
.
3
4
.
こ
れ
は
、
一
九
l
二
年
1
月
二
五
日
付
法
務
大
臣
宛
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ブ
レ
ス
ラ
ウ
高
裁
報
告
書
の
1
部
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。

C
m
.
)
.
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
/
-
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
0
3
6
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B
l
.
.
2
4
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一
九
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四
月
六
白
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B
1
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1
4
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l
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(
5
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、
O
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
5
0
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(
一
.
九
一
八
年
l
〇
月
九
日
)
0

(
t
-
)
　
M
a
x
 
W
e
b
e
r
,
 
'
A
g
r
a
r
s
t
a
t
i
s
t
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 
s
o
z
i
a
l
p
o
l
i
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t
i
s
c
h
e
 
B
e
t
r
a
c
h
t
u
n
g
e
n
 
z
u
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F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
f
r
a
g
e
 
i
n

P

r

e

u

B

e

n

'

[

1

9

0

4

]

,

G

e

s

a

m

m

e

l

t

e

 

A

u

f

s

耶

t

z

e

 

z

u

r

 

S

o

z

i

o

-

1
0
g
i
e
 
u
n
d
 
S
o
z
i
a
l
p
o
l
i
t
i
k
,
T
u
b
i
n
g
e
n
1
9
2
4
,
S
.
3
6
7
A
n
m
.

1).

(
8
)
　
こ
の
よ
う
に
へ
「
基
金
」
が
担
っ
た
い
わ
ば
仲
介
者
的
な
役
割

[
・
^
m
*
.

は
二
重
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
へ
　
こ
の

:

ォ

^

b

%

「
基
金
」
を
仲
介
者
と
し
て
利
用
し
た
や
り
口
も
ま
た
二
重
の
意
味

で
巧
妙
な
も
の
な
の
で
あ
っ
た
O
す
な
わ
ち
へ
第
l
に
'
フ
-
-
ド

-
ヒ
ヘ
の
転
売
の
前
に
'
こ
の
「
基
金
」
を
所
領
の
仲
立
ち
的
な
購

買
者
に
選
定
し
'
「
基
金
」
の
所
領
相
続
権
を
一
時
的
・
経
過
的
に

で
は
あ
れ
1
応
認
め
る
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
所
領
相
続
の
帰

趨
を
め
ぐ
る
ポ
ー
ル
ら
三
者
間
の
永
年
の
係
争
に
さ
し
あ
た
っ
て
の

法
的
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
点
で
'
そ
し
て
第
二
に
'
所
領
収
用

後
へ
　
国
家
は
た
だ
ち
に
後
景
に
退
き
'
「
基
金
」
を
前
面
に
押
し
立

て
て
こ
れ
を
利
用
し
'
収
用
問
題
を
'
「
基
金
」
　
と
フ
-
-
ド
-
ヒ

と
の
自
国
民
間
の
私
法
的
売
買
契
約
の
関
係
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ

り
へ
　
フ
ラ
ン
ス
の
一
私
人
ボ
ー
ル
伯
爵
に
た
い
す
る
む
き
だ
し
の
強

権
発
動
を
結
果
的
に
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
点
で
、
そ
れ
は
'
二
重
の

意
味
で
巧
妙
な
や
り
口
な
の
で
あ
っ
た
。

(
9
)
　
「
一
九
一
八
年
六
月
l
日
、
ド
イ
ツ
垂
工
業
界
は
・
・
・
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
経
済
進
出
を
目
的
と
す
る
シ
ン
ジ
ケ
1
-
の
設
立

を
提
案
し
た
」
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
前
掲
書
『
世
界
強
国
へ
の
道
』

が
教
え
て
-
れ
る
こ
の
事
実
は
へ
戦
時
公
債
の
使
途
を
見
き
わ
め
る

う
え
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
「
対
ロ
シ
ア
経
済
侵
略
の
大
計
画
」

の
か
な
め
と
し
て
提
案
さ
れ
た
こ
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
設
立
に
は
'

総
額
二
〇
億
マ
ル
ク
の
資
本
が
必
要
で
あ
っ
た
。
経
済
界
~
・
銀
行
業

界
は
よ
う
や
く
1
億
マ
ル
ク
を
用
意
し
た
も
の
の
へ
残
り
の
一
九
億

O
l

マ
ル
ク
に
つ
い
て
は
へ
　
公
債
か
政
府
資
金
の
直
接
的
授
助
か
に
よ
る

確
保
が
予
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
へ
国
は
、
「
国
民
の
広
汎

な
層
の
支
援
を
動
員
」
す
る
一
環
と
し
て
'
フ
-
I
ド
-
ヒ
伯
爵
の

問
題
の
約
三
一
〇
万
マ
ル
ク
を
も
へ
　
こ
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
設
立
資

金
に
振
り
向
け
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
は
な
い
か
。
時
期
的
符
合
の

点
か
ら
見
て
へ
上
の
推
定
も
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
村
瀬
興
雄
監
訳
書
へ
　
Ⅱ
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
へ
　
三

六
八
-
三
七
一
ペ
ー
ジ
の
記
述
参
照
。

C
S
)
　
吉
岡
昭
彦
へ
前
掲
論
文
へ
一
六
ペ
ー
ジ
。

C
=
i
)
一
つ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
'
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
嶺
を
め
ぐ

る
戦
後
の
経
緯
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
さ
て
'
終
戦
後
た
だ
ち
に
清

算
収
得
金
受
領
権
者
の
確
定
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
未
決
問
題
に
つ

い
て
へ
所
轄
の
プ
ロ
イ
セ
ン
法
務
省
は
、
敵
国
財
産
管
財
官
・
復
興

大
臣
R
e
i
c
h
s
m
i
n
i
s
t
e
r
 
f
u
r
 
W
i
e
d
e
r
a
u
f
b
a
u
そ
し
て
農
林
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第一次他界大戦期ドイツにおける世襲財産の清算

大
臣
ら
の
再
三
に
わ
た
る
強
い
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
確
答
を
避

け
て
'
責
任
逃
れ
の
姿
勢
に
終
始
し
た
た
め
へ
案
件
の
解
決
は
結

局
へ
裁
判
所
に
も
ち
こ
ま
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
へ
　
ど
う

や
ら
へ
ポ
ー
ル
伯
爵
の
清
算
収
得
金
受
債
権
だ
け
は
認
め
ら
れ
た
模

様
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
は
'
土
地
所
有
は
失
っ
た
も
の

の
へ
　
そ
れ
に
た
い
す
る
貨
幣
で
の
補
償
の
み
は
か
ら
く
も
得
る
こ
と

が
で
重
た
。
か
れ
の
土
地
所
有
は
貨
幣
に
変
わ
っ
た
。
ポ
ー
ル
が
'

い
っ
た
ん
収
用
さ
れ
た
土
地
所
有
の
補
償
を
手
に
す
る
た
め
に
は
'

ド
イ
ツ
の
敗
戦
と
い
う
事
態
を
閲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
　
V
g
1
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
l
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gained the physical and economic freedoi-i as paid servants, based on the

contract of employment and gradually raised tbeir positions as wage earners.

Those changes appeared丘rst in the case of the men servants and then of the

women, though quite slowly. But the substantial differences between the

men and the women became larger and larger.

工n the case of the day laborers,we can see from the start theemployment

from in which they had a higher position as wage earners and the trend

did not change in "Kasei", when women day laborers increased. But their

debt-owing relations to、 the employer before the contract of employment are

con丘rmed, which after HKansei" played parts in building up and丘xing the

landlord-tenant farmer relationship.

The changes of employed labor in Kanto dry丘eld farming villages were

not simply and directly from indentured servants to day laborers and further

to the modern employment relation. After this it will be necessary to see

the changes in employed labor from HKinsei" to the modern era, including

examinations of employed labor and the landlord-tenant farmer sy・stem of

that period.

Uber die Liquidation des Fideikommisses in Deutschland

am Ende des Ersten Weltkriegs

Eusao Ka-t.o

Der Reserverittmeister der franzosischen Armee, Graf Paul de PourtalとS,

war ein franzosischer Adeliger in Paris. Vor dem Ausbruch des Ersten

Weltkriegs erbte er die etwa 2,200 ha groBe Herrschaft Glumbowitz in der

preuBischen Provinz Schlesien. Diese Herrschaft war ein Familienfideikom-

miB. Also kann man sagen, daB Graf Paul de Pourtalとs e-in franzfisischer

Staatsangehoriger war. der ein deutsches FideikommiB besaB.

Am 12. M邑rz 1918 0rdnete der damalige Reichskanzler Graf Georg von Hert-

ling die Liquidation der im Besitz des Grafen Pえul de PourtalもS- be丘ndli-

chen Herrschaft Glumbowitz an. Und zwar auf Grund eines Bekanntmachung

vom 14.M8rz v.J., die besagte,daB franzosische Unternehmungen zu liquidie-

ren seien. Infolgedessen ging der Besitz dieser FideikommiB-Herrschaft auf

den deutschen Staatsangehorigen, den Kaiserliehen、 Botschafter z.D., Grafen

Friedrich von Pourtalとs, uber. Die Kosten, welche Graf Friedrich fur den
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Erwerb der Herrもchaft zu tragen hatte, betrngen ungef芝hr 1,900,000 Mark.

Dieser Betrag enthielt den Ubernahmepreis von Kriegsanleihen im Werte

v。n etwa 1,300,000 Mark. Dabei占pielte ,;die Graf James von Pourtalとs'sche

stiftung zur FOrderung der inneren Kolonisation in Breslau・ eine gewisse

vermittlerrolle zwischen dem staatlichen Liquidator (Verk邑uferj und dem

Grafen Friedr'ich von PourtalとS (Kaufer). Graf James war der deutsche

vetter des Grafen Paul,

uber solch eine FideikommiBfrage w邑re wohl das Folgeiide zu sagen: die

Liquidation der Herrschaft Glumbowitz nach der Anordnung vom 12. M邑rz

1918 bedeutete nichts anderes, als daB dem Grafen Paul de Pourtal占s sein

Fideikommi肋esitzrecht in Deutschland entzogen wurde.-- Soweit es sich um

diesen Punkt handelt,spielte die Bekanntmachung bezuglich der Liquidation

fran云Bsieher Unternehmungen (s. O.) tats邑chlich eine Art Landenteignungs-

gesetz.

A-ndererseits wurde aber ,,die Graf James von Pourtalとs'sche Stiftung

もevorzugt,urn die innere KOlonisation in. Schlesien zu f批dern. Damit beab-

iichtigte die deutsche Regierung, zur Grundung einigen Siedlungsgelandes,

wie zum Beispiel sogenannter KriegerheimstStten,auch die fllr GroBbetriebe

ungeeigneten Teile der Herrschaft zu verwerten.

AuBerdem dilrfen wir die historische Bedeutung der Ausgabe von Kriegs-

anleihen nicht ilbersehen. Die deutsche Regierung erwarb eine groBe Summe

filr ihre imperialistischen Kriegskosten, indem sie die Kriegsanleihe ausgab

und durch den Grafen Friedrich von Pourtalとs diese Anleihe ubernehmen

lieB. Das deutsche FideikommiB (das Pourtalとs'sche FideikommiB}, welches

am Ende des Ersten Weltkriegs aus dem Besitz des feindlichen Frankreich

zurllckgenommen wurde,hatte filr den deutschen Imperialismus recht eigent-

lich erne praktische Bedeutung als Mittel der Kapitalbesdhaffung des eigent-

lichen Kii噌sziels.

Irish Agriculture and Agricultural Labourers in the

Second Quarter of the Nineteenth Century

KOJIRO ISHII

The traditional interpretation of the Irish history in the nineteenth cen-

tury has been revised- since 1960s. The `Famine Q845-48) water-shed theory
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